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インドネシアで日本野菜を栽
培する農園「サリバクティ」。
ENGKUSさん（31歳）は「ここで
働くようになり安定した収入を
得られるようになった」という。
写真：光石達哉

『mundi』はラテン語で“世界”。本誌は、開発途上国の現状
や、現場で活躍する人々の姿を紹介するJICA広報誌です。
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私
は
小
さ
い
頃
か
ら
ア
フ
リ
カ

に
行
く
の
が
夢
で
し
た
。
そ
し
て

今
年
の
2
月
か
ら
約
2
か
月
間
、

ア
フ
リ
カ
を
自
分
の
目
で
見
た
い

と
い
う
強
い
思
い
を
胸
に
、
つ
い

に
ウ
ガ
ン
ダ
へ
。
ウ
ォ
ー
ブ
レ
ン

ジ
と
い
う
町
に
あ
る
孤
児
院
で
、

音
楽
の
先
生
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
音
楽
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の

個
性
を
引
き
出
し
た
い
―
―
そ
ん

な
思
い
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
私

が
注
力
し
た
の
は
4
年
生
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
練
習
の
成
果
を

発
揮
す
る
場
が
あ
る
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
写
真
は
現
地
に
滞
在
し
て

6
週
間
目
、
よ
う
や
く
ク
ラ
ス
の

子
ど
も
た
ち
と
距
離
が
縮
ま
っ
た

と
感
じ
た
瞬
間
で
す
。
初
め
は
み

ん
な
静
か
で
、
一
人
一
人
が
ど
ん

な
子
か
、
な
か
な
か
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
向
け
た
練
習
の
中
で

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
い
、
本
番

が
終
わ
っ
た
生
徒
か
ら
、
達
成
感

に
満
ち
溢
れ
た
様
子
で
笑
顔
で
あ

り
が
と
う
と
言
わ
れ
た
時
、
こ
こ

に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

from
Uganda

音
楽
の
力
、

笑
顔
の
力

 

写
真
・
文

庄
子
未
来

N
P
O
法
人
ア
イ
セ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
に
関
わ
る
。音
楽
な
ど
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
通
し
て
、現
地

の
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
引
き
出
し
、笑

顔
に
す
る
た
め
活
動
中
！

あなたの作品募集中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などをテーマにした写真、国内外を問わず国際協力の最前線で活
動する日本人や開発途上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、国際協力や途上国を身近に感
じられる写真を、撮影時のエピソードを添えてご応募ください。応募作品の中から毎号1点を、このコーナーで紹介させていただきます。

応募・問い合わせ先▶ML_JICAPR@jica.go.jp（『mundi』編集部宛て）
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途
上
国
の
農
業
に
お
い
て
、

単
に
農
作
物
を
生
産
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
市
場
を
見
据
え
、
付
加

価
値
を
生
み
出
す
た
め
の
農
業
へ
の
転

換
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
重
要
と

な
る
の
が
、
日
本
で
は
以
前
か
ら
取
り

組
ま
れ
て
い
る
「
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
」
と
い
う
考
え
方
だ
。
農
作

物
は
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
て
食
卓
に

上
る
が
、「
投
入
財
の
供
給
」「
生
産
」「
加

工
と
保
管
」「
輸
送
と
流
通
」「
販
売
」

の
各
段
階
で
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
な
が

ら
付
加
価
値
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
の

が
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
目
指

す
と
こ
ろ
だ
。

　「
途
上
国
の
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
と
し
て
参
考
に
挙
げ
た
い
事
例
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
セ
ラ
ー
ド
地
帯
の
農
業
開

発
。
1
9
7
0
年
代
に
ス
タ
ー
ト
し

た
J
I
C
A
の
協
力
事
業
で
す
」
と
、

長
年
セ
ラ
ー
ド
農
業
開
発
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学

部
教
授
の
溝
辺
哲
男
さ
ん
は
言
う
。

　「
セ
ラ
ー
ド
農
業
開
発
は
、
日
本
の
面

積
の
約
5
・
6
倍
に
も
及
ぶ
ブ
ラ
ジ
ル

中
央
部
の
広
大
な
原
野
を
対
象
に
農
業

生
産
を
行
う
事
業
で
、
開
発
の
背
景
に

は
70
年
代
の
世
界
的
な
穀
物
価
格
の
高

騰
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
73
年
の
ア
メ

リ
カ
の
大
豆
禁
輸
政
策
は
日
本
に
多
大

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
当
時
の
田
中

角
栄
首
相
は
、
輸
入
先
の
多
角
化
を
図

る
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
問
し
、
日
本
と

ブ
ラ
ジ
ル
両
国
政
府
で
セ
ラ
ー
ド
農
業

開
発
に
合
意
し
た
の
で
す
。
日
本
側
は
、

J
I
C
A
を
筆
頭
に
官
民
に
よ
る

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
セ
ラ
ー
ド
農
業
開

発
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
」

　
70
年
代
に
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
と
い
う
言
葉
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
の
セ
ラ
ー
ド
地
帯
の
発
展
は
、
フ
ー

ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
。
溝
辺
さ
ん
は
、
大
豆
の
生
産

地
と
な
っ
た
バ
イ
ー
ア
州
西
部
地
域
を

例
に
挙
げ
る
。

「
バ
イ
ー
ア
州
西
部
で
生
産
し
た
大
豆

は
、
お
も
に
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
企
業
が
買

い
取
り
、
原
料
（
豆
）
の
状
態
で
輸
出

す
る
ほ
か
、
加
工
用
に
販
売
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
加
工
用
と
し
て
は
、
大
豆

か
ら
油
を
作
り
、
油
を
搾
っ
た
後
に
は

家
畜
の
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
と
な
る
大

豆
か
す
が
生
産
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
豆

か
す
は
、
輸
出
さ
れ
る
ほ
か
、
域
内
の

養
鶏
場
や
鶏
肉
加
工
企
業
に
販
売
し
、

配
合
飼
料
と
し
て
使
わ
れ
、
鶏
肉
が
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
大

う
。

「
ク
ラ
ス
タ
ー
化
す
る
こ
と
で
、
関
連

す
る
企
業
間
の
連
携
が
図
ら
れ
、
生
産

コ
ス
ト
の
削
減
、
生
産
効
率
が
改
善
さ

れ
、
付
加
価
値
の
高
ま
り
と
競
争
力
の

向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
セ
ラ
ー
ド
開
発
が
始
ま
っ
て
40
年
以

上
が
経
つ
今
、
日
本
は
そ
の
恩
恵
を
ど

れ
ほ
ど
受
け
て
い
る
の
か

│
溝
辺

さ
ん
は
答
え
る
。

「
現
在
、
セ
ラ
ー
ド
産
の
大
豆
や
そ
の

加
工
品
の
多
く
は
中
国
に
輸
出
さ
れ
、

セ
ラ
ー
ド
開
発
の
基
礎
作
り
に
貢
献
し

た
日
本
が
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
な
い

か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

セ
ラ
ー
ド
開
発
が
も
た
ら
し
た
最
大
の

効
果
は
、
大
豆
の
国
際
市
場
価
格
を
下

げ
て
い
る
こ
と
。
も
し
今
、
セ
ラ
ー
ド

地
帯
で
の
大
豆
生
産
が
な
か
っ
た
ら
、

日
本
が
他
国
か
ら
輸
入
す
る
大
豆
の
価

格
が
上
昇
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
セ
ラ
ー
ド
開
発
に
よ
っ

て
大
豆
の
国
際
価
格
が
低
位
安
定
化
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
大
き
な
裨ひ

益え
き

効
果
や

恩
恵
を
、日
本
は
受
け
て
い
る
の
で
す
」

　
途
上
国
へ
の
農
業
開
発
協
力
は
、
自

国
に
と
っ
て
の
利
益
も
重
要
だ
が
、
そ

の
協
力
に
よ
っ
て
世
界
市
場
の
バ
ラ
ン

ス
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
広

い
視
野
を
持
っ
て
行
う
こ
と
が
よ
り
大

切
だ
と
指
摘
す
る
。
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
お
い
て
も
、
地
域

で
完
結
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
グ

ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を
可
能
と
す
る
開
発

手
法
が
望
ま
れ
る
の
だ
。

豆
の
1
次
加
工
、
2
次
加
工
に
よ
る
製

品
の
ほ
か
畜
肉
製
品
や
乳
製
品
の
生
産

も
行
わ
れ
、
地
域
全
体
と
し
て
ア
グ
ロ

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
産
業
が
発
展
し
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
加
工
の
各
段
階
を

経
る
ご
と
に
付
加
価
値
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
同
地
域
に
お
け
る
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
最
終
段
階
の
総
価
額
は
、

大
豆
の
生
産
段
階
に
比
べ
て
約
11
・
4

倍
に
も
上
る
価
値
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。

　
加
え
て
、
大
豆
生
産
に
必
要
な
投
入

財
（
種
子
、
肥
料
、
農
薬
、
農
業
機
械

な
ど
）を
供
給
す
る
農
業
関
連
産
業（
前

方
産
業
）
も
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
形

成
に
伴
っ
て
発
展
が
促
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
農
業
形
態
こ
そ
が
、
現
在
の

途
上
国
が
目
標
と
し
て
い
る
フ
ー
ド
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
と
言
え
ま
す
」

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
セ
ラ
ー
ド
の

多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
、

自
治
体
の
税
収
増
加
に
よ
っ
て
道
路
、

上
水
道
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
多
様
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
も

溝
辺
さ
ん
は
指
摘
し
て
い
る
。

　「
そ
ん
な
セ
ラ
ー
ド
の
フ
ー
ド
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
は
今
、
次
の
ス
テ
ー

ジ
を
迎
え
て
い
ま
す
。
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
化
で
す
」
と
溝
辺
さ
ん
は
言
う
。

ク
ラ
ス
タ
ー
化
と
は
、
関
連
産
業
や
企

業
の
集
積
化
の
こ
と
で
、
た
と
え
ば
、

大
豆
生
産
地
に
飼
料
会
社
や
食
肉
加
工

企
業
の
ほ
か
、
包
装
容
器
な
ど
の
関
連

企
業
が
隣
接
し
て
集
積
す
る
こ
と
を
言

今

「食べるための農業」から「売るための農業」へ。今、途上国の農業は大きな転換期にある。
キーワードは「フードバリューチェーン」。ブラジルのセラード開発を例に挙げながら、

日本大学教授の溝辺哲男さんが農業開発のあるべき姿を語る。
取材協力⃝日本大学 生物資源科学部  溝辺哲男

文⃝松井健太郎　写真⃝光石達哉
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フードバリューチェーン

農業経営の

教えてくれた人

農業開発計画策定のためのフードバリュー
チェーンと産業クラスター政策に関する研究が
専門。1980年から2010年まで開発コンサルタン
ト企業に勤務し、国際協力機
構（JICA）、アジア開発銀行、
米州開発銀行の農業・農村
開発プロジェクト専門家やプロ
ジェクトリーダーを経験して
現在に至る。

日本大学生物資源科学部
国際地域開発学科 産業開発研究室 教授
溝辺哲男さん
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ひと目でわかる
フードバリューチェーン

食品流通の各段階で生み出される付加 価値（バリュー）を連鎖させたもの

所得が増えるとニーズも変わる
新興国の所得層別人口推移

産業クラスター化で
より付加価値を高める

開発途上国の農家の多くは、農産物を
一所懸命に作っても、高く買い取ってもらうことができずに
なかなか貧困から抜け出せないでいる。その解決策として
JICAは、農業に関連する人たちがみんなで手を
取り合って価値の高いものを作ることができるような
システム作りを後押ししている。
そのようなシステムがフードバリューチェーンだ。

インドネシア 　▶官民協力による農産物流通システム改善プロジェクト（p.08へ）…近代的な手法の農業を学     んで生産量と質を向上させる。仲介業者を減らしてより多くの利益を得る、など。

キルギス 　▶一村一品・イシククリ式アプローチの他州展開プロジェクト（p.12へ）…農家がグループを組     織して特産品の生産体制を強化する。一村一品事業を立ち上げて、商品企画、流通、販売を一貫して行う、など。

セネガル 　▶SHEP&CARD（p.14へ）…農家が自ら市場で調査を行い、需要の多い時期をねらって園芸作     物を生産する。稲作農家は精米技術を高め、歩留まりを減らして生産力の向上を図る、など。

　世界の富裕層人口は先進国に多いが、新興国にも年々富
裕層が増えている。加えて、上位中間層の伸びも大きい。所得
の高い人が増えると起きてくるのが市場ニーズの変化で、消費
者は同じ農産物でも「安全・安心」なものを求める傾向がある。
フードバリューチェーンで「安全・安心」という付加価値をつけ
ることはとても大切になる。また、高級材（希少性の高い農産
物や肉、魚、嗜好品のチーズなど）の消費も増えるので、この
傾向に合わせたものを作ると利益が生まれやすくなる。

新興国：中国、香港、韓国、台湾、インド、 インドネシア、タイ、ベトナム、シンガポール、マ
レーシア、フィリピン、パキスタン、トルコ、アラブ首長国連邦（UAE）、サウジアラビア、 南
アフリカ、エジプト、ナイジェリア、メキシコ、アルゼンチン、ブラジル、ベネズエラ、ペルー、ロ
シア、ハンガリー、ポーランド、ルーマニア

　産業クラスター化の「クラスター」とは「ブドウの房＝集積する」とい
う意味。クラスター化とは、ある地域の農家（グループ）に加工や流通
会社、販売会社をはじめ、行政機関や研究機関、商社、農業コンサル
タント、IT会社などがどんどん集まって関わりを持つことを指す。連携が
大規模になれば、生産コストの削減、生産効率の改善をさらに図れる
ようになり、商品の付加価値が高まる。地域にはクラスター化によって
多くの雇用が生まれ、経済も活性化される。JICAはフードバリューチェー
ンだけでなく、産業クラスター化も見据えた協力を行っている。

それぞれが連携して
付加価値を高める
　私たちの手元に穀物や野菜、果物が届くまでに
は、農産物を作る農家をはじめとして、種や肥料、農
機など必要な資機材を供給する会社、農産物を加工
する会社、各地域に運ぶ輸送・流通会社、販売会
社など多くの人の手が関わっている。フードバリュー
チェーンは、この流れを一つのものとしてとらえ、それ
ぞれが連携して生産活動の効率を高めながら商品に
付加価値（バリュー）をつけることを目的としている。
付加価値には、農産物の質を高める、魅力的な新商
品を開発する、輸送コストを削減する、販売網を広げ
て売る機会を増やす、などがある。
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ブラジルのセラード地帯のバイーア州西部の場合は（p.04～）、大豆農家を起点に大豆や大
豆油が販売ルートに乗る一方で、大豆油の副産物から家畜用の飼料が生産されている。畜
産農家の関連産業も含めた、大きな農業・食品加工産業クラスター化が進んだことで、地域
開発の効果がより高まっていると考えられている

富裕層
35,000ドル～
上位中間層

15,000 ～35,000ドル未満

下位中間層
5,000 ～15,000ドル未満
低所得層

5,000ドル未満

付加価値
向上

　時代の流れとともに多様化する食生活のなかで、JICAが今後取り組みを強化しようとし
ているのが、栄養価の高い農産物や、その加工商品を生み出して付加価値を高める「栄
養の観点から見たフードバリューチェーン」だ。現在、開発途上国で進められているフード
バリューチェーンに、「栄養」という観点も含めて活性化を促していくもので、農産物の大
量生産に向かない地域などにも有効な手法になる。
　JICAは以前からもアフリカ諸国において栄養改善に向けた協力を行ってきた。2016年
には「食と栄養のアフリカ・イニシアチブ（IFNA）」も発足し、その重要性はさらに増してい
る。長年培ってきた食生活の改善の試みに、栄養の観点から見たフードバリューチェーン
が加われば、相互に補完し合いながら、これまで以上の成果を期待できる。

マーケティング、
販売、消費

  Topic
栄養の観点から見た
フードバリューチェーン

輸送と流通

資機材
会社

行政機関

精油
会社

飼料
会社

畜産加工
会社

国内
流通
会社

直販
会社

販売
会社

国外流通
会社

農協

商社

プロモーション
会社

畜産農家

大豆農家

研究機関 コンサル
タント
会社

所得UP

Food
Value
Chain

フードバリューチェーンとは？

食料・農産物の
加工と保管

農業生産農業生産に必要な
投入財の供給
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インドネシア

ジャカルタ

フードバリューチェーンで
暮らしが変わる
急速な経済成長が進むインドネシアでは、食の好みも多様化し、
鮮度が高く安全な野菜へのニーズが高まっている。一方、生産現場では、
近代的な農業の知識に乏しく、また非効率な流通ルートによる
コスト負担も大きいため、高い商品価値を生み出せていなかった。
都市部と農村部の経済格差が広がるなか、
フードバリューチェーンの構築で問題解決に挑む、
インドネシアの農業の今を追った。

と
は
、
政
府
が
組
織
す
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
約
20
〜
30
軒
の
農
家
か
ら
な

る
グ
ル
ー
プ
で
、
各
県
の
農
業
局
に
登

録
す
る
こ
と
で
行
政
の
支
援
や
補
助
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
今
年
4
月
か
ら
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
支
援
対
象
と
な
っ
た
同
じ
く
チ
ア

ン
ジ
ュ
ー
ル
県
の
農
家
グ
ル
ー
プ
・
サ

ル
ユ
の
リ
ー
ダ
ー
、
オ
チ
ェ
ッ
プ
さ
ん

は
今
ま
で
の
悩
み
を
こ
う
打
ち
明
け
た
。

「
十
分
な
知
識
が
な
か
っ
た
の
で
、
農

薬
や
肥
料
も
ど
れ
く
ら
い
の
量
を
使
え

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
で
き
た

野
菜
も
、
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
て
出
荷

す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
農
家
で
地

元
の
仲
買
業
者
に
売
っ

の
だ
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
業
務
統
括
、

西
村
勉
さ
ん
は
付
け
加
え
る
。

「
彼
ら
は
、
今
ま
で
苗
木
の
根
元
の
畝う

ね

に
だ
け
肥
料
を
撒
い
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
植
物
は
根
の
先
端
か
ら
養
分
を

吸
収
し
ま
す
。
畝
の
間
の
通
路
に
も
撒

く
こ
と
で
い
い
作
物
が
育
つ
た
め
、
畑

全
体
に
撒
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま

す
」

　
こ
う
し
て
彼
ら
が
収
穫
し
た
農
作
物

は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
年
2
回
開
催

す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

│

い
わ
ゆ
る
野
菜
の
商
談
会
で
、
大
手

ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
へ
の
販
売
が
決

ま
っ
た
。
デ
ィ
デ
ィ
ン
さ
ん
が
作
る
チ

文・写真⃝光石達哉

官民協力による農産物流通システム改善プロジェクト

1949年、オランダから独立。2000年代
に入って国内政治が安定し、経済も急
成長。高級スーパー、レストラン、ファスト
フード、ホテルなども普及し、食も多様化
した。それを支えるフードバリューチェー
ン構築のため、「官民協力による農産物
流通システム改善プロジェクト」では、栽
培技術の指導や流通改善だけでなく、ビ
ニールハウスなどの資材購入のための
低利の融資の紹介もしている。

インドネシア

Republic of Indonesia1
国名  ：インドネシア共和国
首都 ：ジャカルタ
通貨 ： ルピア（Rp.）
人口 ：約2.55億人（2015年）

公用語 ：インドネシア語

熱帯に属するインドネシア
は年間を通して気温の変化
が少なく、一年中作物が収
穫できる環境にある。ただし
乾季は水不足、雨季は病
害虫の蔓延などに注意しな
ければならない。冬がないた
め、害虫が死滅しないのも
農家の悩みの種だ

プロジェクトの業務統括を務める西村勉さん（右）。西ジャ
ワ州各地の農家グループを回り、農作物の出来を確認し、
農家から現状や問題点をヒヤリングする。また農家と流通
業者、小売業者をつなぐために日々奔走している

より高品質でより安全な野菜を、より多く。
プロジェクトを通じてインドネシアの農家グループが

実践している栽培技術の改善策を紹介

脇芽を下向きにねじることで、茎全体
に栄養が行き渡り大粒の実がたくさん
できる。ビーフトマトはもともとオランダ
の品種で、輪切りにしたときにビーフス
テーキのように見えるのがその名の由
来と言われる（チアンジュール県／ム
ジャギ農家グループ）

竹竿の代わりにネットに蔓をはわせるこ
とで、さまざまな方向に蔓が伸びて通
気や日照などの生育環境が改善し、イ
ンゲンのサヤの大きさが一定となり、収
量も増える。サヤ同士が風でぶつかっ
たり曲がったりするのを防ぐ効果もある
（西バンドン県／シナール・ムクティ農
家グループ）

害虫のアザミウマが花の蜜を吸うと、パプリカ
の実に傷がつく。しかし農薬の散布頻度が高
いとかえって害虫に耐性がつくため、農薬の種
類を組み合わせたローテーションによる散布を
導入することで、散布間隔を2～3日に1回から
10～15日に1回に減らしながら防除効果を維持
すように指導。農薬のコスト削減、残留農薬の
低減にもつながる（西バンドン県／FRT農家グ
ループ、ミトラ・スカマジュ農家グループ）

パプリカ 
インゲン

ビーフトマト

脇
芽
を
ね
じ
る
！

連
続
摘
心

　
技
術
の
導
入
！

ネ
ッ
ト
に
蔓
を

　
　
　
は
わ
せ
る

農家グループ、ムジャギのリー
ダー、38歳。農業研修で来日
した経験もある。同グループ
では、ビーフトマトやチリを栽
培。「基本的に苗は購入してい
るが、自分たちで種から苗
を育てられるように技術
を上げて、もっと生産
量を増やしたい」

スヘンダーさん

栽
培
技
術
の
指
導
で

野
菜
の
収
穫
量
ア
ッ
プ

　
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
南
に
約

1
0
0
キ
ロ
離
れ
た
チ
ア
ン
ジ
ュ
ー

ル
県
。
こ
こ
は
標
高
1
0
0
0
メ
ー

ト
ル
前
後
の
高
原
が
広
が
り
、
畑
で
は

ビ
ー
フ
ト
マ
ト
と
い
う
大
き
な
実
が
な

る
ト
マ
ト
が
育
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

地
域
の
ム
ジ
ャ
ギ
と
い
う
農
家
グ
ル
ー

プ
の
リ
ー
ダ
ー
、
ス
ヘ
ン
ダ
ー
さ
ん
は

言
う
。

　「
脇
芽
を
ね
じ
る
こ
と
で
果
実
に
よ
り

多
く
の
栄
養
が
行
き
渡
る
よ
う
に
な
り
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ト
マ
ト
の
実
が
大
き

く
な
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
チ
リ
（
ト

ウ
ガ
ラ
シ
）
を
育
て
て
い
る
デ
ィ
デ
ィ

ン
さ
ん
は
「
1
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

の
畑
に
、
3
0
0
本
の
苗
の
う
ち
成

長
の
い
い
2
5
0
本
の
苗
を
選
別
し

て
定
植
す
る
こ
と
で
、
病
気
に
強
い
木

が
育
ち
、
ほ
ぼ
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

枯
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
語
る
。

　
こ
う
し
た
栽
培
技
術
は
、

J
I
C
A
の
「
官
民
協
力

に
よ
る
農
産
物
流
通
シ
ス
テ

ム
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

専
門
家
を
通
じ
て
学
ん
だ
も

リ
は
1
週
間
に
2
回
、
4
0
0
キ
ロ

ず
つ
が
出
荷
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
経
済
成
長
が
進
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
都
市
部
の
富
裕
層
の
舌
も
肥
え
、
ト

マ
ト
や
パ
プ
リ
カ
な
ど
高
級
野
菜
に
対

す
る
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
J
I
C
A
は
西
ジ
ャ
ワ
州

6
県
で
野
菜
農
家
の
生
産
流
通
モ
デ
ル

を
改
善
す
る
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
毎

年
、各
県
か
ら
五
つ
ほ
ど
の
農
家
グ
ル
ー

プ
、
計
約
30
グ
ル
ー
プ
を
支
援
対
象
と

し
て
選
抜
し
て
い
る
。
農
家
グ
ル
ー
プ

農
薬
は

ほ
ど
ほ
ど
に
！

野菜の栽培技術改善！

農業特集
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農業会社「サリバクティ」のCEO、40歳。18年前に医療
機器製造のビジネスを始めて成功。6年前にCSR（社会貢
献活動）の一環として、バンドン郊外に農業会社をオープン
した。優秀な企業としてインドネシア国内で多くの表彰を受
けている。日本野菜は人気だが、最近は新しい種が入手

できず、収穫量も減っている。「まだまだ課題
は山積みです。自然相手の農業をやっている
と、医療機器のビジネスが簡単に思えます」

レオ・ルーベンさん

サリバクティには、フルタイムで働
く農作業従事者が56人。働く人
たちも「ここで働くことで農業の
知識や経験も得られる。以前は
日雇いで農作業をしていたが、安
定した収入が得られるようになり
ました」と喜ぶ

スーパーなどに野菜を卸すサプライ
ヤー「ヤンズ・フルーツ・アンド・
ベジタブルズ」の社長、39歳。
「農家が直接スーパーに出荷す
ると支払いは約4週間後になり
ますが、われわれは1週間後
には遅れることなく支払うよ

うにして、農家と
の信頼関係を
築いています」

タタンさん

スーパー「パパイヤ・フレッシュギャラリー」
では、サリバクティで作った日本野菜コー
ナーを目立つところに設置している。同スー
パーの星野公子さんは「特に人気が高い
のはピーマン。インドネシアではパプリカは
あるのですが、日本のようなピーマンは今ま
で手に入りませんでした。直接取り引きして
いるので、作っている人の顔が見えるのも
安心です」と語る

日本人のお客さんが多いことから日本語のポップを用意

サプライヤーの「ヤンズ・フルーツ・アンド・ベジタ
ブルズ」では周辺の農家から毎日100品目前後
の野菜を仕入れ、顧客であるスーパーなどに向
けて仕分けし、出荷している

トレーダーやコレクターと呼ばれる
仲買業者による昔ながらの野菜
の取り引き。農家グループに属し
ていない小規模な農家は自前の
輸送用トラックなどを持たないの
で、こうした仲買業者がまだまだ
必要なのもインドネシアの現実だ

プロジェクトが年2回開催する
野菜の商談会「ビジネスフォー
ラム」。農家がサプライヤーや
小売業者に向けて自分たちが
作った野菜をPRする場所だ

が
切
ら
れ
て
い
て
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

い
な
い
と
い
う
。

　「
冷
蔵
庫
の
電
気
代
を
負
担
し
て
も
、

野
菜
の
値
段
は
変
わ
ら
な
い
の
で
使
わ

な
い
」
と
い
う
切
実
な
農
家
の
声
も
あ

る
。
こ
う
し
た
コ
ス
ト
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
、
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

整
備
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

日
本
野
菜
を
栽
培
す
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
実
業
家

　
西
ジ
ャ
ワ
州
の
州
都
バ
ン
ド
ン
か
ら

34
キ
ロ
離
れ
た
山
中
で
は
、
フ
ー
ド
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
新
た
な
試
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
は
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の

創
業
者
で
あ
る
レ
オ
・
ル
ー
ベ
ン
さ
ん

が
6
年
前
に
創
設
し
た
農
業
会
社
「
サ

リ
バ
ク
テ
ィ
」
の
農
園
が
あ
る
。
約
40

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
を
切
り
開
い
て
畑

や
道
路
を
整
備
し
、
現
在
で
は
斜
面
に

95
棟
も
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。

　
ル
ー
ベ
ン
さ
ん
は
「
こ
こ
は
大
都
市

バ
ン
ド
ン
か
ら
近
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

村
人
の
教
育
水
準
も
低
く
、
日
雇
い
労

働
で
村
を
離
れ
る
人
も
多
か
っ
た
。
彼

ら
の
た
め
に
何
か
や
り
た
い
と
思
っ
て

こ
こ
を
作
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
村
人
た
ち
も
戻
っ
て
き
ま
し

た
」
と
農
園
設
立
の
理
由
を
語
る
。

　
さ
ら
に
、
ル
ー
ベ
ン
さ
ん
は
他
の
農

家
と
競
合
し
な
い
も
の
を
作
り
た
い
と

考
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を
受
け

て
昨
秋
か
ら
日
本
野
菜
の
栽
培
を
始
め

た
。
日
本
の
タ
キ
イ
種
苗
か
ら
ナ
ス
、

ピ
ー
マ
ン
、
水
菜
な
ど
の
種
子
の
無
償

提
供
の
協
力
を
受
け
、
す
で
に
収
穫
も

し
て
い
る
。

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
の
ス
ー
パ
ー
「
パ

パ
イ
ヤ
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

は
、
こ
こ
で
作
ら
れ
た
日
本
野
菜
を
直

接
仕
入
れ
る
。
同
ス
ー
パ
ー
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
星
野
公
子
さ
ん

は
「
多
い
と
き
で
週
2
回
、
約
50
キ
ロ

入
荷
し
て
い
ま
し
た
が
、
毎
回
1
日
半

ほ
ど
で
売
り
切
れ
ま
す
。
日
本
野
菜
は

味
も
濃
く
て
お
い
し
い
し
、
直
接
仕
入

れ
て
い
る
の
で
値
段
も
安
い
で
す
。
日

本
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
料
理
の
味
を

知
っ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
富
裕

層
も
買
っ
て
い
き
ま
す
」
と
そ
の
人
気

を
語
る
。

　
今
回
話
を
聞
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

農
家
や
流
通
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は

み
な
40
歳
前
後
と
若
い
な
が
ら
も
、
自

分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
を
引
っ
張
っ
て
、

フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
意
識
し

た
新
し
い
農
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
欲
に
満
ち
て

い
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
都
市
部
と
の

経
済
格
差
を
埋
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。

　
西
村
さ
ん
は
「
う
れ
し
い
こ
と
に
農

業
資
材
を
提
供
し
よ
う
と
手
を
挙
げ
る

日
本
企
業
も
現
れ
始
め
て
い
ま
す
」
と

話
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
業
の
豊
か
な

発
展
、
ひ
い
て
は
農
村
部
の
所
得
や
生

活
の
向
上
の
た
め
、
彼
ら
の
努
力
は
こ

れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

て
い
る
。
も
っ
と
い
い
値
段
で
買
っ
て

く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
、
改
善
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
」

流
通
コ
ス
ト
を
カ
ッ
ト
し

農
家
を
守
る

　
オ
チ
ェ
ッ
プ
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、

収
穫
し
た
農
作
物
を
ど
こ
へ
売
る
の
か

も
大
き
な
問
題
だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
農
家
と
小
売
業
者
の
間
に
複
数
の
仲

買
業
者
が
存
在
し
、
そ
の
流
通
コ
ス
ト

の
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
流

通
ル
ー
ト
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
改

善
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
も
優
先
的

に
取
り
組
む
課
題
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
て

い
る
。同
国
園
芸
総
局
次
長
の
ト
ミ
ー
・

ヌ
グ
ラ
ハ
さ
ん
は
「
最
終
的
に
消
費
者

が
野
菜
に
支
払
う
価
格
は
同
じ
な
の
で
、

仲
買
業
者
が
多
い
ほ
ど
農
家
の
取
り
分

は
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

か
が
重
要
で
す
。
や
は
り
農
家
が
一
番

大
事
で
す
か
ら
」
と
説
明
す
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
す
で
に
実
践
し
て

い
る
の
が
、
西
バ
ン
ド
ン
県
レ
ン
バ
ン

の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
「
ヤ
ン
ズ
・
フ
ル
ー

ツ
・
ア
ン
ド
・
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ズ
」
だ
。

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
小
売
店
に
農
作
物
を
卸
す
業
者
だ
。

同
社
は
仲
買
業
者
を
ほ
ぼ
通
さ
ず
、
農

家
グ
ル
ー
プ
か
ら
野
菜
を
直
接
買
い
付

け
る
こ
と
で
流
通
コ
ス
ト
の
カ
ッ
ト
に

貢
献
し
て
い
る
。

　
社
長
の
タ
タ
ン
さ
ん
は
「
わ
れ
わ
れ

は
農
家
グ
ル
ー
プ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
契
約
を
結
ん
で
、

一
定
の
品
質
を
ク
リ
ア
し

た
農
作
物
は
必
ず
買
い
取
る
保
証
を
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
農
家
と
い
い
関

係
を
築
い
た
お
か
げ
で
、
今
で
も
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
」
と

胸
を
張
る
。

　
西
村
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
農
家
グ
ル
ー
プ
の
橋
渡
し
も
し

て
い
る
。

「
こ
の
地
域
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
作
っ

て
い
な
い
の
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
が
ガ

ル
ッ
ト
県
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
農
家
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、
彼
ら
も
仕
入
れ
て
ス
ー

パ
ー
に
卸
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
し
か
し
、
流
通
面
で
は
ほ
か
に
も
課

題
が
あ
る
。
野
菜
の
鮮
度
を
保
つ
た
め
、

冷
蔵
庫
や
冷
蔵
車
で
保
管
・
輸
送
す
る

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
考
え
方
が

あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
ま
だ
ま

だ
浸
透
し
て
い
な
い
。
実
は
、
政
府
の

支
援
で
冷
蔵
庫
を
設
置
し
て
い
る
農
家

グ
ル
ー
プ
も
あ
る
の
だ
が
、
ス
イ
ッ
チ

う
ち
で
作
っ
た

野
菜
は
い
か
が
？

日
本
野
菜
は

人
気
商
品
！

一
番
大
事
な
農
家
と

い
い
関
係
を
築
く
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キルギス

1991年のソ連崩壊により独立。いち早く
市場経済化を軸とした改革路線を打ち
出し、98年に旧ソ連諸国で初めてWTO
に加盟した。国土全体の4 0 %が標高
3,000mを超える山国で地下資源に乏し
い。

キルギス

Kyrgyz Republic 2
国名 ：キルギス共和国
首都 ：ビシュケク
通貨 ： ソム（Som）
人口 ：600万人

（2017年：国連人口基金）
公用語 ：キルギス語が国語

（ロシア語は公用語）

首都ビシュケクのOVOPセンター。一村一品で作られたキ
ルギス全土の製品を扱うアンテナショップで、有望産品
の発掘・開発、国内外とのビジネスマッチングなどを通じて
生産者と市場をつなぐ

特産×OVOPで
世界に挑む

地域の特産を付加価値の高い商品に変えて販売し、
経済の活性化を図る一村一品事業が、

キルギスで着実な成果を挙げて人々の意識を変えた。
さらにその運動は州を超えて全国に広がっている。

文⃝大谷 徹（編集部）

一村一品・イシククリ式アプローチの
他州展開プロジェクト

地
域
の
可
能
性
を

引
き
出
す

　
キ
ル
ギ
ス
は
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
と
並
び

中
央
ア
ジ
ア
で
最
も
貧
し
い
国
の
一
つ

で
、
と
く
に
人
口
の
約
7
割
が
居
住
す

る
農
村
・
山
岳
地
域
の
状
況
は
深
刻
だ
。

ソ
連
崩
壊
後
、
流
通
・
生
産
な
ど
の
経

済
活
動
を
支
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
消
失
し
、
多
く
の
人
が
貧
困
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
2
0
0
6

年
か
ら
J
I
C
A
の
協
力
の
も
と
、

地
域
経
済
活
性
化
を
目
指
し
た
一
村
一

品
（
O
V
O
P

=O
ne V

illage O
ne 

Product

）
事
業
が
始
ま
っ
た
。
す
で

に
フ
ェ
ル
ト
製
品
や
蜂
蜜
、
塩
な
ど
多

く
の
商
品
化
に
成
功
し
、
高
い
付
加
価

値
を
持
つ
製
品
を
生
み
出
せ
る
、
人
・

組
織
の
育
成
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
に
は
キ
ル

ギ
ス
北
東
部
の
イ
シ
ク
ク
リ
湖
周
辺
域

が
選
ば
れ
た
。
こ
の
地
域
は
質
の
高
い

羊
毛
や
ハ
ー
ブ
、
野
生
の
ベ
リ
ー
類
な

作
り
、
さ
ら
に
素
材
を
余
す
こ
と
な
く

使
っ
て
商
品
化
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削

減
に
成
功
し
た
。
メ
リ
ッ
ト
は
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。「
製
品
に
バ
ラ
エ
テ
ィ

が
出
る
と
消
費
者
の
選
択
肢
も
増
え
て

売
り
上
げ
が
伸
び
、
よ
り
多
く
の
生
産

者
が
利
益
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」
と
、
原
口
さ
ん
は
話
す
。

　
果
肉
を
利
用
し
た
ジ
ャ
ム
や
、
オ
イ

ル
を
利
用
し
た
ク
リ
ー
ム
、
さ
ら
に
オ

イ
ル
の
搾
り
か
す
を
利
用
し
た
マ
ッ

サ
ー
ジ
ソ
ル
ト
な
ど
、
シ
ー
バ
ク
ソ
ン

を
利
用
し
た
商
品
は
多
彩
だ
。
そ
れ
ら

が
す
べ
て
販
路
に
乗
り
、
広
く
生
産
者

に
利
益
が
還
元
さ
れ
て
い
る
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
健
康
志
向
の
高
い
欧
米
市
場

を
視
野
に
入
れ
て
、
シ
ン
プ
ル
で
高
級

感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
。

　
イ
シ
ク
ク
リ
の
一
村
一
品
事
業
は
大

き
く
成
長
し
た
。
扱
う
商
品
の
数
は

1
5
0
0
を
超
え
、
生
産
に
は
2
3
0
0

名
も
の
人
々
が
携
わ
っ
て
い
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
当
初
は
日
本
の
支
援
に
〝
箱

モ
ノ
〞
や
工
場
を
期
待
し
て
い
た
地
域

の
人
々
の
意
識
も
、「
商
売
が
う
ま
く

い
か
な
け
れ
ば
仕
事
を
失
っ
て
し
ま
う

の
で
み
な
必
死
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

自
主
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と

を
原
口
さ
ん
は
語
る
。

　
イ
シ
ク
ク
リ
の
成
功
を
モ
デ
ル
に
、

現
在
で
は
キ
ル
ギ
ス
全
土
へ
と
一
村
一

品
事
業
の
展
開
が
図
ら
れ
て
い
る
。
キ

ル
ギ
ス
か
ら
生
ま
れ
た
製
品
と
私
た
ち

が
出
合
う
機
会
は
今
後
ま
す
ま
す
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
。

ど
潜
在
的
な
資
源
が
多
い
土
地
だ
っ
た

が
、
そ
れ
ら
を
製
品
化
し
て
市
場
に
売

り
出
す
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
組
織
が
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
。

　「
た
と
え
ば
、
地
域
の
農
産
物
を
ジ
ャ

ム
に
加
工
し
て
販
売
し
よ
う
と
し
て
も

品
質
が
低
く
、
規
格
の
そ
ろ
っ
た
瓶
す

ら
用
意
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
専

門
家
の
原
口
明
久
さ
ん
は
ふ
り
返
る
。

　
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
の
は
、
現
地
公
益
法
人
の

O
V
O
P
+
1
（O

ne V
illage O

ne 

Product +1

）
で
あ
る
。
高
い
付
加

価
値
を
持
つ
商
品
を
作
る
た
め
に
は
、

市
場
ニ
ー
ズ
の
調
査
や
品
質
の
高
い
農

産
物
の
生
産
、
加
工
技
術
の
開
発
、
流

通
網
の
確
保
な
ど
、
市
場
と
生
産
者
を

つ
な
ぐ
組
織
の
存
在
が
不
可
欠
だ
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生
産
を
担
う
農
家

組
織
と
、
彼
ら
に
的
確
な
指
示
と
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
O
V
O
P
+
1

と
に
役
割
を
分
担
し
た
こ
と
で〝
商
品
力
〞

が
向
上
し
、
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
の
ほ
か
国

外
で
も
人
気
の
商
品
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
。

一
村〝
多
〞品
で

価
値
を
生
み
出
す

　
好
事
例
の
一
つ
に
、
ス
ー
パ
ー
フ
ー

ド
の
シ
ー
バ
ク
ソ
ン
を
利
用
し
た
製
品

群
が
あ
る
。
シ
ー
バ
ク
ソ
ン
は
キ
ル
ギ

ス
に
自
生
し
て
い
る
グ
ミ
科
の
植
物
で
、

そ
の
果
実
に
は
健
康
に
よ
い
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
あ
る
。
茎
に
は
棘
が
あ
り
収

穫
に
は
手
間
が
か
か
る
が
、
生
産
者
グ

ル
ー
プ
で
大
量
に
集
め
る
シ
ス
テ
ム
を

ビシュケク
イシククリ州

ソープ
シーバクソンオイルを配合した
手作りの石鹸は、乾燥肌や肌
の補修にも適している

ソルト
果汁を搾った後の皮にも有
効成分が豊富に含まれる。
伝統製法の塩と合わせ、マッ
サージソルトとして販売する

ジュース
イシククリの天然水にシーバ
クソン果汁とエスパルセット
蜂蜜を加えたジュース。日々
の栄養管理にぴったり

オイル
果実からわずか2％しか採れ
ない貴重かつ高品質なオイ
ル。肌の老化予防に効果大

クリーム
シーバクソンオイル、
天然蜜ろう、オリーブ
オイルを混ぜて作っ
たクリーム。乾燥肌
やしもやけに

⃝商品開発
地域の資源に付加価値を見出し、販売するマー
ケットを決定する。商品化が実現するアイデアは
4割に満たない

⃝原材料の調達
生産者に代わって資材や機材の調達と共同購
入を行う。品質と信頼性を担保しながら購入価格
を抑えている

⃝品質管理
製造工程の標準化などにより品質管理を徹底。
国際市場に通用する品質を保証している

⃝運搬・輸出手続き
国内外の卸先への運搬・輸出に関する一連の
手続きをサポート。輸送に耐えるパッケージの選
定から関わる

⃝プロモーション
広報活動やブランディングを通じて品質の高さを
訴求。パッケージや陳列方法にもこだわる

⃝ビジネスマッチング
展示会への参加や営業活動を通じて販路を拡
大する。キルギス国内の販売拠点は現在40か所
以上

フェルト製品はすべて地域
住民の手作り。高級メリノ
ウールの使用や天然草木
染、縫い目のない一体成形
などクオリティにこだわる

ジャム
イシククリのシーバクソンのジャムは
品質が高い。国際的な展示会での
受賞歴もある

生産者グループには顧客の観点から考えるように
指導しています。製品を売るにあたり、市場にどんな
ニーズがあるかを知ることが重要です。最近では、み
なの意識もだいぶ高くなりました。私たちはこれから
ダイナミックなビジネスに突入しなければなりません。
市場のニーズに応えた高い品質の製品を量産でき
る体制を構築し、近隣諸国や先進国へと販売して
いくことでしょう。

OVOP+1 CEO
ナルギザ・エルキンバエバさん

良品計画（MUJI）とイシククリの一村一品プ
ロジェクトとの連携によって生まれたフェルト製
品。商品化にあたっては、良品計画で販売す
る通常の商品と同等の品質およびデザインの
レベルを適用し、生産者の技術力や品質管
理能力が大きく向上した。

マメ科の植物、エスパルセットの生蜂
蜜はイシククリのヒット商品の一つ。キ
ルギスでは毎年7,000トンほどの蜂蜜
が採れていたが、蜜源を限定しない商
品しかなかった。蜜源をエスパルセット
のみにした真っ白な蜂蜜を
販売したところ大ブーム
になって生産者の数が
増え、総生産量は現在
年間1万2,000トンまで
増加している。

キルギスに自生し「奇跡のフ
ルーツ」とも呼ばれるシーバクソ
ン。ポリフェノールやビタミン類
に加えて、近年健康への効果
が注目されているオメガ3、6、7、
9脂肪酸を含んでいる。

さまざまな
シーバクソン製品

OVOP+1の主な活動
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セネガル

人口増加によって園芸作物の消費
が増え、小規模園芸農家にも「売る
ために作る」農業に向けた意識の変
革が求められている。主食は米で、1
人当たりの消費量は日本の約1.8倍。
ただ、その多くを輸入に頼る現状を打
開しようと国は国産米の増産に取り
組んでいる。

セネガル

Republic of Senegal 3
国名 ：セネガル共和国
首都 ：ダカール
通貨 ： CFAフラン
人口 ：1,541万人（2016年 世銀）

公用語 ：フランス語（公用語）、
ウォロフ語など各民族語

西アフリカのセネガルでは、園芸作物（野菜や果樹など）と米、
それぞれのフードバリューチェーンの構築を行っている。

園芸作物の生産をビジネスとして成立させるSHEP（シェップ）、
国産米の増産を目指すCARD（カード）、それぞれの現場を紹介したい。

文⃝松井健太郎

フードバリューチェーン in アフリカ

SHEP＆CARD

人
た
ち
は
、「
以
前
は
バ
イ
ヤ
ー
に
売

れ
筋
作
物
を
尋
ね
る
こ
と
も
な
く
、
み

ん
な
が
お
の
お
の
収
穫
し
市
場
で
売
っ

て
い
た
の
で
、
誰
一
人
と
し
て
満
足
の

い
く
価
格
で
販
売
で
き
な
か
っ
た
」「
今

は
市
場
の
情
報
を
確
認
し
て
か
ら
計
画
、

栽
培
を
し
て
収
穫
、
販
売
を
し
て
い
ま

す
」
と
、
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
喜

ん
で
い
る
。

　
ま
た
、「
お
見
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
呼
ば
れ
る
、
農
家
と
園
芸
農
業
関
係

者
の
情
報
交
換
の
場
も
設
け
ら
れ
た
。

参
加
し
た
農
家
は
、「
資
機
材
業
者
や

バ
イ
ヤ
ー
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
こ
と

で
、
ど
ん
な
資
機
材
業
者
が
存
在
す
る

の
か
、
作
物
を
誰
に
販
売
す
べ
き
か
が

わ
か
り
ま
し
た
。
関
係
者
と
の
信
頼
関

S
H
E
P
を
導
入
し

「
売
る
た
め
の
農
業
」へ

　
2
0
0
0
年
以
降
、
セ
ネ
ガ
ル
で

は
園
芸
作
物
（
野
菜
や
果
樹
な
ど
）
の

栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
輸
出
や
国
内
市

場
も
拡
大
傾
向
に
あ
る
。
小
規
模
園
芸

農
家
に
と
っ
て
も
収
入
を
増
や
す
チ
ャ

ン
ス
だ
が
、
収
入
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
、
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

り
立
た
せ
る
た
め
の
計
画
性
が
十
分
で

は
な
い
か
ら
―
―
つ
ま
り
、「
売
る
た

め
の
農
業
」
が
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
セ
ネ
ガ
ル
政

府
は
17
年
か
ら
「
市
場
志
向
型
農
業
振

興
ア
プ
ロ
ー
チ
（
S
H
E
P
）」
を
取

り
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
国

内
園
芸
生
産
量
の
約
6
割
を
占
め
る

ニ
ャ
イ
地
区
を
対
象
地
域
と
し
て
、
4

グ
ル
ー
プ
・
1
2
0
名
の
農
家
が

S
H
E
P
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
農
家
は
ま
ず
、
自
分
た
ち
が
生
産
し

て
い
る
作
物
の
種
類
や
販
売
価
格
、
コ

ス
ト
や
利
益
な
ど
収
支
を
把
握
す
る
。

そ
の
上
で
改
善
を
図
る
の
だ
が
、
重
要

な
活
動
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

の
が
、
農
家
自
身
に
よ
る
市
場
調
査
だ
。

作
物
の
販
売
価
格
や
売
れ
筋
の
作
物
な

ど
を
市
場
関
係
者
か
ら
直
接
聞
き
取
り
、

ど
ん
な
作
物
を
栽
培
し
、
い
く
ら
で
売

れ
ば
も
う
か
る
か
を
自
ら
考
え
る
と
い

う
〝
経
営
力
を
有
す
る
〞
農
家
の
育
成

を
進
め
た
。
調
査
に
出
向
い
た
農
家
の

国
産
米
の
多
く
を
生
産
す
る
セ
ネ
ガ
ル

川
流
域
に
お
い
て
生
産
性
や
収
益
性
を

改
善
す
る
た
め
の
「
セ
ネ
ガ
ル
川
流
域

灌
漑
地
区
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
だ
。

　
稲
作
の
生
産
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
品

質
を
高
め
る
た
め
の
精
米
機
材
の
導
入
、

農
業
機
械
の
操
作
指
導
、
灌
漑
施
設
の

維
持
管
理
の
技
能
向
上
な
ど
総
合
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
J
I
C
A
が
行
い

な
が
ら
、
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

を
見
据
え
た
生
産
性
の
向
上
を
進
め
た
。

そ
の
結
果
、
対
象
地
区
に
お
け
る
1
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
収
量
は
約
17
パ
ー

セ
ン
ト
向
上
し
、
稲
作
農
家
の
所
得
も

20
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
え
た
。
ま
た
、

国
産
米
の
宣
伝
や
精
米
品
質
の
向
上
に

よ
り
、
販
売
経
路
の
拡
大
や
流
通
量
・

販
売
量
の
増
加
も
確
認
さ
れ
た
。

　
こ
の
成
功
を
受
け
て
、
16
年
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の
局
面
に
移
り
、
他

の
灌
漑
地
区
に
も
広
げ
ら
れ
た
。
セ
ネ

ガ
ル
川
灌
漑
稲
作
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
を
推
進
し
、
農
業
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
（
精
米
業
者
、
農
業
機
械
業
者
、

修
理
業
者
な
ど
）
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
農
家
だ
け
で
な
く

民
間
セ
ク
タ
ー
を
引
き
入
れ
る
活
動
を

強
め
て
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
セ
ネ
ガ
ル
川
流
域
は

稲
作
に
欠
か
せ
な
い
水
が
豊
富
で
あ
り
、

国
を
挙
げ
て
自
給
率
向
上
を
目
指
し
て

い
る
た
め
、
増
産
の
た
め
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
高
い
。
さ
ら
な
る
進
展
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

係
を
築
け
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
S
H
E
P
の
導
入
後
、
資
材
の
投
入
、

流
通
、
販
売
と
い
っ
た
各
段
階
の
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
見
据
え
て
生
産
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
収
益
性
が
向
上
す

る
と
い
う
良
好
な
成
果
を
得
て
い
る
。

C
A
R
D
の
目
標
で
あ
る

国
産
米
の
増
産
に
向
け
て

　
米
を
主
食
と
す
る
国
が
多
い
西
ア
フ

リ
カ
地
域
で
も
、
セ
ネ
ガ
ル
は
有
数
の

米
消
費
国
だ
。
た
だ
、
人
口
の
増
加
に

国
産
米
の
生
産
が
追
い
つ
か
ず
、
自
給

率
は
15
年
時
点
で
約
4
割
に
と
ど
ま

る
。
主
食
を
輸
入
に
頼
る
こ
と
を
懸
念

し
た
セ
ネ
ガ
ル
政
府
は
09
年
か
ら
14
年

ま
で
、
国
産
米
の
倍
増
を
目
標
と
す
る

「
ア
フ
リ
カ
稲
作
振
興
の
た
め
の
共
同

体
（
C
A
R
D
）」
の
枠
組
み
の
な
か
で
、

農家が市場関係者や小売店から販売価格などを聞き取る。栽培する
作物の種類や時期などを決めるための貴重な経験になった

ダカール

灌漑施設が改善された水田で栽培される
イネ。栽培技術のみならず、水路の維持
管理の方法も農家が学び、実践している

セネガルで製造された精
米選別機。適切な運用
指導を行うことで、品質
の高い米の流通量増加
を目指す

右：「お見合いフォーラム」で市場関係者（資機材、種子、農薬、金融等を扱う業
者）と意見交換を重ねて信頼関係を築く／左：農作業にかかる収入と支出の記帳
の仕方を学ぶ女性たち。SHEPは夫婦を農家経営の一つのユニット（単位）としてと
らえ、たがいに尊重し合いながら生活できる環境作りを行う

2008年に開催された第4回アフリカ開発会議（TICAD Ⅳ）で
日本政府が打ち出した、アフリカ稲作振興のための共同体
（Coalition for African Rice Development）で、現在、23か国が
参加。サブサハラ・アフリカの米生産を10年間で倍増させるこ
とを目標に、JICAが主導しつつ11の国際機関とともに取り組
んでいる。生産だけでなく加工・流通・販売などフードバリュー
チェーンの各段階で付加価値を高めることを目指す。

CARDとは

市場志向型農業振興アプローチ（Smallholder Horticulture 
Empowerment & Promotion）。2006年からケニア農業省とJICA
の技術協力プロジェクトで開発された、小規模園芸農家支援
のアプローチ。「売るための農業」に転換するために、フードバ
リューチェーンを見据えた栽培と営農のスキル向上と所得の
向上を目指す。現在、アフリカの23か国が実施しており、セネ
ガルでは17年から技術協力プロジェクトを実施している。

SHEPとは

情報を集める 目指せ！
米の生産量、2倍！

家計は私たちに
任せて

ジャガイモも
種類や大きさによって
値段が違うんだなあ
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国際協力で

日
本
の
食
卓
を

豊
か
に
す
る

各県の担当行政官が、マラウイ全土70
以上の生産者グループをサポートして一
村一品運動に取り組む。帳簿管理や
パッケージ改良など、農産品の加工によ
る小規模ビジネスのノウハウを教えるほ
か、販売やドナー支援の受け皿となる生
産者組合を設立。バオバブオイルやハイ
ビスカスティーなどさまざまな商品が誕生
し、生産者の所得レベルや農村女性の
地位向上に貢献している。

カカオ
蜂蜜

ガーナではカカオ豆は金に並ぶ2大
輸出産品として重要な外貨の収入源
だ。生産量は大幅に増加している一
方で、残留農薬への対応が追いつい
ていない。分析機器の操作や、維持
管理の技術指導、データ分析方法な
どの支援を行い、生産、流通、保管段
階での農薬適正使用や市場ニーズに
合わせたカカオ豆生産・流通システム
構築可能性などの現地調査も行う。

カカオ品質管理能力強化

一村一品
グループ支援に向けた
一村一品運動実施能力
強化プロジェクト

カカオ
（チョコレート）

蜂蜜

マンゴー

コーヒー

ゴマ
ケニア

タイ

ブ
ルキ
ナファソ

イ
ンド
ネシア

プロジェクトでは日本企業との連携に
より養蜂家への協力も行い、マンゴ―
やバオバブの花から採れる蜂蜜が商
品化されている

日本とパラグアイとの協力により、安全・安心でおいしい
ゴマの日本への供給を目指す

「カカオ品質管理能力強化」のプロ
ジェクトでは、農家が栽培した貴重な
カカオを安定的かつ安全に輸出でき
る体制の構築に協力している

私
た
ち
の
食
生
活
が
豊
か
な
の
は
、世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
生
産
さ
れ
る

農
作
物
が
あ
っ
て
こ
そ
。こ
れ
ま
で
に
J
I
C
A
が
農
業
開
発
に
協
力
し
た

国
々
か
ら
、日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

日本では
食べている

もののうち約6割を
外国からの輸入に
頼っています

コーヒー

東テ
ィモール

ゴマ
冷凍野菜

ミャ
ンマー

カカオ
（チョコレート）

マ
ダガ
スカル

マラウイ

ガーナ

ルワ
ンダ

コーヒー

エチ
オピア

野菜種子
（ニンジン、ネギ、ゴボウ、

カボチャ、スイカ、ユウガオなど）
エスパルセット蜂蜜

キル
ギス

カンゾウ
（漢方薬の原料）

タ
ジキ
スタン

日本のゴマ消費はほぼ全量を輸入に頼るなか、
パラグアイは日本にとって貴重なゴマ輸出国で
ある。産地としてのパラグアイにおいては、ゴマ
の栽培・収穫の機械化が困難であることから、
小規模農家の手作業で行われ、農家にとって
の貴重な収入源となっている。JICAの協力では
ゴマの優良種子への改善やバリューチェーン
全体の品質管理体制の改善に取り組む。

小規模農家の輸出農作物
安全性向上プロジェクト等

ゴマ パラ
グアイ

後送

サチャインチ
（インカグリーンナッツ）

ペルー

ブラジルに「緑の革命」を起こしたといわれるセ
ラード農業開発。着手してからわずか20年あま
りで、不毛の大地は南半球最大の農業地帯に
生まれ変わった。強酸性で、作物の生育を妨げ
る高濃度のアルミニウムを含む土壌を改良し、
大豆の熱帯性品種の育種や、多様な作物の
栽培技術の改良に貢献。広大な熱帯サバンナ
地域は一大穀倉地帯となり、大豆の生産量は
43万トン（1975年）から4,000万トン（2010年）
と飛躍的に増加した。セラード地帯で生産され
るものも大豆にとどまらず、トウモロコシ、野菜、
果物、畜産物、綿花、コーヒーなどに広がり、世
界中に輸出されている。

大豆、鶏肉
コーヒー
アサイー、カカオ

セラード開発事業

ブラ
ジル

広大な、どこまでも広大な、見渡す限り続く大豆畑。
ここで生産される大豆は食用油や、大豆の搾りかす
を飼料にした鶏肉に姿を変え、日本の食卓を豊かに
する

緑豆（もやし）
バングラデシュは国民の大半が農民であり、
農村地区の貧困率が高い。また農薬や肥
料の活用レベルが低く、付加価値の高い作
物を栽培することが課題となっている。ユー
グレナ社はグラミングループと共同で農家に
高品質の緑豆栽培技術を指導し、収穫量・
品質改善による農家の所得・生計向上に寄
与している。緑豆生産の拡大に伴い、契約
農家の所得が増加したほか、女性の雇用機
会創出にも貢献している。

緑豆生産の
体制構築事業準備調査

バン
グラデシュ

契約農家が栽培・収穫した緑豆は、グラミンユーグレナ
（ユーグレナ社とグラミングループの現地合弁会社）
がバングラデシュの市場価格より高く買い取っている
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コツを教えてもらって
大きなショウガが
できたよ

僕たちの
初めての収穫です！

「
材
料
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
」
と
あ
き
ら
め

て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
は
、

そ
の
村
に
豊
富
に
あ
る
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
す
れ

ば
村
で
模
範
に
な
る
し
、
村
も
豊
か
に
な
る
こ

と
を
、
く
り
返
し
伝
え
て
い
る
そ
う
だ
。

「
な
ぜ
（
こ
の
学
校
に
）
農
業
を
学
び
に
来
た

の
か
が
明
確
で
な
い
生
徒
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
学
校
生
活
を
通
じ
て
学
ぶ
目
的
が
明
確
に

な
り
、
自
然
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
」。
研
修
で
教
え
た
肥
料
作
り
を
生

徒
自
身
が
生
産
者
に
伝
え
て
、
そ
の
人
か
ら

「
も
っ
と
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
、
と
加
納
さ
ん
は
ふ

り
返
る
。

　
加
納
さ
ん
の
任
期
は
、
あ
と
半
年
あ
ま
り
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
村
々
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
解
決
し
て
い
る

姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
の
課

題
解
決
に
も
役
に
立
つ
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
私
は
両
国
の
農
業
を
知
っ
て
い
る
の
で
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
東
テ
ィ
モ
ー
ル

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
農
業
に
も
突
破
口
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
」。

一
人
一
人
が
実
践
で
き
る

農
業
の
姿
を
提
示

　
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
国
民
の
65
パ
ー
セ
ン
ト
が

農
業
を
営
ん
で
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か

ら
所
有
し
て
い
る
土
地
を
最
大
限
に
活
用
で
き

て
お
ら
ず
、
農
業
が
産
業
と
し
て
確
立
し
て
い

な
い
の
が
現
状
だ
。
流
通
が
未
成
熟
で
、
作
物

を
売
っ
て
お
金
に
す
る
と
い
う
仕
組
み
を
知
ら

な
い
人
も
多
く
、
ま
た
、
行
事
や
祭
り
ご
と
で

犠
牲
に
す
る
家
畜
（
豚
や
鶏
、
ヤ
ギ
な
ど
）
の

負
担
も
家
計
を
直
撃
し
て
い
る
。「
訓
練
校
は
、

そ
う
い
う
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
農
業
と
い
う
産
業

の
種
を
蒔
く
と
同
時
に
、
地
方
の
村
落
や
こ
れ

ま
で
十
分
に
教
育
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
若
者

た
ち
が
、
仕
事
と
は
な
に
か
、
モ
ラ
ル
と
は
な

に
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
農
業
を
学
ぶ
こ
と
の

意
味
を
考
え
る
場
な
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
加
納
さ
ん
は
言
う
。

　
む
ず
か
し
か
っ
た
の
は
、
職
業
訓
練
校
で
学

ぶ
生
徒
た
ち
の
出
身
地
域
や
抱
え
て
い
る
問
題

が
一
人
一
人
違
う
こ
と
だ
っ
た
。
最
初
の
う
ち

は
将
来
に
つ
い
て
聞
い
て
も
、「
農
業
を
勉
強

し
て
、
村
で
農
業
を
し
た
い
」
と
い
う
模
範
的

な
答
え
が
多
く
、
な
か
な
か
本
音
が
聞
け
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
全
員
と
最
低
30
分
以

上
の
個
人
面
談
を
2
回
行
い
、
生
徒
の
実
家
の

家
庭
訪
問
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
各
生

徒
が
戻
る
家
庭
や
村
の
状
況
が
わ
か
り
、
そ
の

地
で
育
て
る
の
に
適
し
た
品
種
と
栽
培
方
法
を

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
卒
業
後
の
実
践
に
役
立
つ
よ
う
な
会
社
や

N
G
O
を
選
ん
で
研
修
に
送
り
出
し
た
。

　
一
律
に
同
じ
作
物
の
栽
培
を
進
め
る
の
で
は

な
く
、
乾
燥
地
帯
に
適
し
た
イ
チ
ジ
ク
栽
培
、

収
入
に
な
り
や
す
い
丁ク

ロ
ー
ブ子
栽
培
、
現
地
で
今
注

目
の
パ
パ
イ
ヤ
栽
培
、
養
豚
の
導
入
な
ど
、
地

域
に
合
っ
た
も
の
を
提
案
し
て
い
る
。

農
業
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ

　
も
う
一
つ
、
加
納
さ
ん
が
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
ロ
ー
カ
ル
リ
ソ
ー
ス
、
つ
ま
り
身
近
に
あ

る
素
材
を
使
っ
た
土
壌
改
良
剤
や
肥
料
作
り
だ
。

た
と
え
ば
、
近
く
の
コ
ー
ヒ
ー
加
工
会
社
か
ら

コ
ー
ヒ
ー
殼
を
格
安
で
仕
入
れ
、
自
然
に
発
酵

さ
せ
て
コ
ン
ポ
ス
ト
に
し
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
殼

燻
炭
を
作
っ
て
肥
料
・
土
壌
改
良
に
利
用
し
て

い
る
。
キ
ャ
ッ
サ
バ
加
工
場
か
ら
は
キ
ャ
ッ
サ

バ
粉
を
安
く
買
い
付
け
、
鶏
糞
と
混
ぜ
速
成
発

酵
さ
せ
て
ボ
カ
シ
肥
料
を
作
っ
た
。

　
た
だ
、
生
徒
た
ち
は
研
修
で
は
で
き
て
い
て

も
、
そ
の
後
に
一
つ
で
も
同
じ
資
材
が
な
い
と

JIC
A
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東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
の
加
納
さ
ん
の
職
場
は
、

首
都
デ
ィ
リ
に
あ
る
国
立
職
業
訓
練
校
だ
。

「
本
校
に
は
10
の
専
門
教
育
部
が
あ
り
、
18
歳

か
ら
40
歳
く
ら
い
ま
で
の
生
徒
約
2
0
0
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。
教
育
期
間
は
1
年
で
、
私
が

所
属
す
る
農
業
科
は
21
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
12

人
が
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
」

　
加
納
さ
ん
は
2
0
0
9
年
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
島
々
や
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
村
落
に
長
く

滞
在
し
、
地
域
・
村
が
抱
え
る
問
題
や
、
地
域

の
未
来
に
な
に
が
必
要
な
の
か
を
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
や
若
者
な
ど
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
過
ご

し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
現
地
で
活
動
す
る
青

年
海
外
協
力
隊
員
の
熱
意
あ
る
活
動
に
触
れ
、

彼
ら
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
そ
う
だ
。
そ
し

て
今
度
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ふ
た
た

び
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
腰
を
据
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。

from
Timor-Leste

加
納
達
也

か
の
う
た
つ
や

1
9
8
3
年
、愛
知
県
生
ま
れ
。高
校
卒
業
後
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
留
学
。

2
0
0
9
年
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、ロ
ン
ボ
ク
島
の

マ
タ
ラ
ム
大
学
入
学
。以
後
、主
に
ロ
ン
ボ
ク
島
で
乾
燥
地
に
お
け
る
混
牧
林
経
営
を

学
び
な
が
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
島
々
や
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
村
落
に
入
り
、地
域
や
村
が

抱
え
る
問
題
や
未
来
に
つ
い
て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
や
若
者
な
ど
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
過
ご
す
。帰
国
後
、愛
知
県
立
農
業
大
学
校
で
約
1
年
の
野
菜
・
果
樹
栽
培
研
修
。

17
年
1
月
か
ら
、青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ
。

2002年、インドネシアから独立して生まれた東ティモール民主共和国は、インドネシアの南東
に位置するティモール島の東半分を占めている。これからの発展が期待されている、アジアで最
も若い国で、加納達也さんは農業を志す若者とともに汗を流している。

未来を担う若き農業人を育成する
生徒一人一人に寄り添う実践的な研修に取り組む

生徒と一緒にキュウリの育ち具合を見る加納さん（左端）

インターン先の生産者と生徒たち。畑での実践的な経験が生徒たちの将来に生きてくる

コーヒー殻で燻炭作り

上 ： どこになにを植えるのかを地図にするマッピ
ング授業／中： パパイヤの苗を定植／下： 家庭
訪問した生徒の家。台所なども見せてもらった

加納さんが栽培指導した近在の生産者

青
年
海
外
協
力
隊

インドネシア

東ティモール

農家の人に
ボカシ肥料の
作り方を
教えました
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や
企
業
が
潤
い
生
活
が
向
上
す
る
こ
と
、
そ
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
に
乗
せ
る
こ
と
で
継
続
的

な
仕
事
を
生
み
出
す
と
い
う
考
え
方
を
熱
心
に

大
橋
さ
ん
に
説
い
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
大
橋
さ

ん
の
胸
に
は
む
く
む
く
と
「
サ
チ
ャ
イ
ン
チ
オ

イ
ル
を
商
品
化
し
、
世
界
の
人
た
ち
の
健
康
に

貢
献
し
た
い
!
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
湧

き
起
こ
っ
た
そ
う
だ
。

　
そ
こ
で
大
橋
さ
ん
は
N
P
O
ア
ル
コ
イ
リ
ス

を
立
ち
上
げ
、
ア
ナ
ヤ
さ
ん
と
一
緒
に
サ
チ
ャ

だ
け
で
な
く
、
流
通
、
販
売
ま

で
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
整

備
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
」

　
そ
の
た
め
に
大
橋
さ
ん
は
ア

ル
コ
イ
リ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
を
設

立
。
ペ
ル
ー
の
大
学
、
生
産
者
、

加
工
企
業
、
物
流
会
社
な
ど
と

連
携
し
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

考
え
方
に
基
づ
い
た
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
整
備
や
サ
チ
ャ
イ

ン
チ
オ
イ
ル
製
造
時
に
出
る
残

渣
（
お
か
ら
の
よ
う
な
も
の
）

を
利
用
し
た
高
タ
ン
パ
ク
ミ
ル

ク

の

製
造
に

向
け

て
、

アマゾンのスーパーフードを世界へ

アルコイリスカンパニー

2006年、「国内外の生産者と連携し、その土地の自然環境・伝統・文化とともに学び、消費者と生産者
双方の生活の質の改善に役立つ商品作りと、生産地の持続可能な開発を実証する」ことをミッション
にNPOアルコイリス設立。サチャインチの生産・加工に携わる。生産地との連携強化のため2011年に
アルコイリスカンパニー設立。ペルーの薬用・有用植物の生産・商品開発、地域開発のほか、カナダで
のヘンプ製品の開発などにも取り組んでいる。ちなみにアルコイリスはスペイン語で「虹」という意味。

■ 千葉県松戸市下矢切72　■ TEL:047-711-5041　■ http://www.arcoiris.jp/
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き
た
。
ま
た
、
質
の
よ
い
サ
チ
ャ
イ
ン
チ
は
高

い
値
段
で
買
い
取
る
よ
う
に
し
た
の
で
、
や
る

気
の
あ
る
農
家
は
よ
り
多
く
の
収
入
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
な
か
に
は
収
入
が
サ
チ
ャ
イ

ン
チ
栽
培
前
の
4
倍
に
な
っ
た
農
家
も
現
れ
た
。

　「
N
P
O
と
し
て
ペ
ル
ー
で
の
サ
チ
ャ
イ
ン
チ

栽
培
、
オ
イ
ル
の
商
品
化
に
道
筋
を
つ
け
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
軌
道
に

乗
せ
、
長
期
的
に
利
益
を
上
げ
る
仕
組
み
作
り

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
産
、
加
工

アマゾンからアンデスまで、複雑な地理と気候が生物の多様性を育んでいるペルー共和国。
アルコイリスカンパニー社長の大橋則久さんは、同国で忘れられていたスーパーフード
「サチャインチ（インカグリーンナッツ）」に注目し、地域の人 と々ともに栽培、加工、販売に取り組んできた。
文⃝久島玲子（編集部）

日本で販売されているサチャインチオイル。
マスメディアには「体に良い油」「美容に役
立つ油」として取り上げられることも多い

上：電気のない村で使えるようにアルコイリスが考案した機械でサチャイン
チのサヤをむく男性。プロジェクトサイト、マセシア地区の村で／下：これから
植えるアグロフォレストリー用のボライナの苗を手にした村の生産者たち

ウカヤリ大学でのJICA
のモニタリング調査
に、大学の学長や担
当教授、プロジェクトメ
ンバーが集まった

アンデスの山をバックにした大橋さん（右）、
アナヤさん（中央）

ル
ー
の
人
た
ち
が
衣
食
住
な
ど
に
利
用
し
て
い

る
植
物
は
4
万
種
類
も
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る

ほ
ど
で
す
。
そ
の
中
で
、
2
0
0
3
年
に
私
が

ペ
ル
ー
を
訪
れ
た
時
に
は
、
大
多
数
の
ペ
ル
ー

の
人
た
ち
も
知
ら
な
か
っ
た
の
が
サ
チ
ャ
イ
ン

チ
で
し
た
」

　
唯
一
、
サ
チ
ャ
イ
ン
チ
か
ら
採
れ
る
オ
イ
ル

に
注
目
し
て
い
た
の
が
企
業
家
の
ホ
セ
・
ア
ナ

ヤ
さ
ん
だ
っ
た
。
し
か
も
、
ア
ナ
ヤ
さ
ん
が
説

い
た
の
は
サ
チ
ャ
イ
ン
チ
の
魅
力
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
森
林
保
全
と
農
業
を
両
立
さ
せ
る
ア

グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
栽
培
を

す
る
こ
と
、
栽
培
・
加
工
な
ど
で
地
元
の
農
家

「
サ
チ
ャ
イ
ン
チ
は
、ア
マ
ゾ
ン
の
宝
で
す
!
」

　
ア
ル
コ
イ
リ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
の
社
長
、
大
橋

則
久
さ
ん
は
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
そ
う
力

説
す
る
。

　
サ
チ
ャ
イ
ン
チ
と
は
ア
マ
ゾ
ン
地
域
原
産
の
ツ

ル
性
の
植
物
で
、
星
形
の
実
が
熟
す
る
と
堅
く
茶

色
に
な
る
。
そ
の
殻
に
包
ま
れ
た
白
い
種
に
は
良

質
な
オ
イ
ル
と
タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
で
、
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
ナ
ッ
ツ
だ
。
ち
な
み
に
、
サ
チ
ャ

と
は
イ
ン
カ
帝
国
を
支
配
し
て
い
た
ケ
チ
ュ
ア
族

の
言
葉
で
「
野
生
」、
イ
ン
チ
は
「
ナ
ッ
ツ
」、
つ

ま
り
野
生
の
ナ
ッ
ツ
と
い
う
意
味
な
の
だ
。

ぺ
ル
ー
の
企
業
家
と
挑
ん
だ

サ
チ
ャ
イ
ン
チ
の
栽
培

「
マ
カ
、
カ
ム
カ
ム
、
ヤ
ー
コ
ン
、
キ
ヌ
ア
な

ど
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
と
言
わ
れ
る
も
の
に
は
ペ

ル
ー
原
産
の
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ペ
ル
ー

は
日
本
の
3
・
5
倍
ほ
ど
の
面
積
が
あ
り
、
そ

の
6
割
は
ア
マ
ゾ
ン
。
さ
ら
に
ア
ン
デ
ス
山
脈

が
あ
り
、
そ
の
東
西
で
は
気
候
も
生
態
系
も
違

い
、
植
物
資
源
が
と
て
も
豊
か
な
国
で
す
。
ペ

イ
ン
チ
を
研
究
し
て
い
た
ウ
カ

ヤ
リ
大
学
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
に
、
J
I
C
A
の
草
の
根
技

術
協
力
事
業
に
申
請
。
ペ
ル
ー

東
部
ウ
カ
ヤ
リ
州
の
農
村
部
で
、

自
然
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
生

産
者
の
収
入
向
上
を
図
る
た
め

に
サ
チ
ャ
イ
ン
チ
の
栽
培
や
オ

イ
ル
製
造
な
ど
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た

│
08
年
の
こ
と
だ
。

　
サ
チ
ャ
イ
ン
チ
は
種
を
蒔
い

て
か
ら
8
か
月
ほ
ど
で
収
穫
で

き
、
し
か
も
毎
月
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
収
穫
で
き
る
。
現
地
の
農

家
は
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
を
続

長期的な視点で
バリューチェーンの

整備に取り組む

け
な
が
ら
副
業
的
な
感
覚
で
サ
チ
ャ
イ
ン
チ
を

栽
培
し
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
収
入
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
た
だ
、
数
年

目
か
ら
連
作
障
害
が
出
ま
し
た
。
し
か
も
そ
の

年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
発
生
で
2
か
月
雨
が
降

ら
ず
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
。
収
穫
量
が
激
減
し
、
栽

培
を
や
め
る
農
家
も
出
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と

大
橋
さ
ん
は
無
念
の
表
情
。
こ
の
経
験
を
活
か

し
、
連
作
障
害
が
出
な
い
栽
培
法
を
農
家
の
人

た
ち
と
研
究
し
、
輪
作
で
解
決
す
る
こ
と
が
で

J
I
C
A
の
「
中
小
企
業
海
外
展
開
支
援
事
業

〜
基
礎
調
査
〜
」
に
提
案
。
17
年
に
採
択
さ
れ
、

現
在
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　「
健
康
の
た
め
に
体
に
い
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
が
当
た
り
前
な
時
代
で
す
。
サ
チ
ャ
イ
ン
チ

だ
け
で
な
く
、
キ
ヌ
ア
な
ど
ペ
ル
ー
の
ほ
か
の

食
品
も
同
じ
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
扱
え

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
界
中
の
カ
フ
ェ
で
、
ペ
ル
ー
の
食
材
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
が
人
気
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
」

右：アグロフォレストリーの考え方で、バナナやカカオ、ユカなどの植物と一緒に栽培されているサチャインチ
左上：こちらは畑に近い形で栽培／左下：熟したサチャインチの実。中から種がのぞいている

ペルー

ウカヤリ州

PLAYERS
国際協力の担い手たち

マセシア地区では、サ
チャインチの栄養セミ
ナーを行っている
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家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
も
足
を
運
ぶ
。
都
会
か

ら
来
た
人
た
ち
が
収
穫
体
験
を
し
、
自
分
で

採
っ
た
作
物
を
お
い
し
い
と
言
っ
て
食
べ
る
姿

は
、
消
費
者
が
農
業
を
理
解
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
研
修
員
に
伝
え
て
く
れ
る
、
と
手
塚
さ
ん

は
言
う
。

大
切
な
の
は

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

「
こ
う
し
た
研
修
が
で
き
る
の
も
、
十
勝
と
い

う
場
所
が
あ
っ
て
こ
そ
。
十
勝
の
農
畜
産
の
歴

史
は
長
く
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
や
6

次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
多
い
」
と
手
塚
さ
ん
。
た
だ
、
蓄
積
さ

れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
る
の
で
は

な
く
、
自
国
の
今
あ
る
技
術
と
ど
う
つ
な
げ
れ

ば
い
い
の
か
を
考
え
て
ほ
し
い
と
も
言
う
。「
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
と
は
、
つ
ま
り
は
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
で
す
。
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
全

体
を
俯
瞰
し
、
弱
い
部
分
を
見
つ
け
、
そ
の
部

分
を
つ
な
げ
る
人
を
探
す
。
そ
れ
が
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
築
い
て
い
く
一
歩
に
な
る
は
ず
で

す
」。

　
研
修
員
は
行
政
や
政
府
関
係
の
人
が
多
く
、

彼
ら
が
自
国
に
戻
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
変
わ
っ
て
い
く
の
は
こ
れ
か

ら
だ
と
、手
塚
さ
ん
は
明
る
く
未
来
を
見
て
い
る
。

「
今
は
種
を
蒔
き
、
少
し
芽
が
出
て
き
た
く
ら

い
で
す
が
、
正
し
い
流
れ
は
で
き
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
十
勝
で
も
そ
う
で
し
た
が
、
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
は
ど
こ
か
で
一
つ
う
ま
く
い

き
始
め
る
と
、
そ
れ
が
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に

連
鎖
し
始
め
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
に
期
待
で
き

る
と
思
い
ま
す
」

牛
糞
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
を
作
り
、
そ
の
排
熱
で

マ
ン
ゴ
ー
を
栽
培
し
た
り
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
養

殖
し
て
キ
ャ
ビ
ア
を
作
っ
た
り
す
る
取
り
組
み

も
見
学
対
象
だ
。「
酪
農
と
ほ
か
の
食
品
製
造

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
つ
な

が
っ
て
新
し
い
事
業
が
展
開
で
き
る
こ
と
が
わ

か
る
は
ず
で
す
。
こ
う
し
た
事
例
を
知
る
こ
と

で
『
隣
の
畑
で
廃
棄
さ
れ
る
野
菜
が
、
牛
の
餌

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
』『
牛
の
糞
を
有
効
利

用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
意
識
が
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
」。

　
牛
乳
か
ら
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
作
り
、

生
産
だ
け
で
な
く
加
工
や
販
売
に
も
取
り
組
む

6
次
産
業
化
の
研
修
で
は
、
で
き
る
だ
け
小
規

模
な
事
業
者
を
見
学
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

「
研
修
員
は
自
国
に
戻
る
と
、
牛
乳
な
ら
1
日

に
2
0
0
〜
3
0
0
キ
ロ
を
扱
う
く
ら
い
の
集

落
単
位
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
相
手
に
す
る
こ
と
が

多
い
と
聞
き
ま
す
。
そ
の
時
に
役
に
立
つ
規
模

の
事
業
を
選
ん
で
い
ま
す
」。
観
光
農
場
や
農

十勝地方は、北海道東部に広がる19市町村か
らなる地域。どこまでも広がる大地、年間2,000
時間を超える日照時間という恵まれた自然環境
を背景に、農業、畜産、林業、水産業が地域産
業の大きな柱として育ち、北海道の中でも有数
の食料生産基地となっている。

地 

域
の
特
性
を
生
か
し
、
J
I
C
A
の
研

修
事
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
十
勝
。
な

か
で
も
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
整
備
を
通
じ
た

農
村
振
興
コ
ー
ス
は
、
1
9
8
7
年
に
始
ま
っ

た
酪
農
振
興
コ
ー
ス
を
ル
ー
ツ
と
す
る
息
の
長

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
今
年
も
6
月
か
ら
1
か
月

半
に
わ
た
っ
て
8
人
の
研
修
員
が
訪
れ
、
地
域

の
大
学
や
生
産
者
の
協
力
を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
ん
だ
。

幅
広
く
視
察
し
、十
勝・北
海
道
の

バ
リ
ュ
ー
チェ
ー
ン
を
知
る

「
途
上
国
で
の
酪
農
の
生
産
性
向
上
、
循
環
型

畜
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
持
続
可
能
な
農
村
振

興
と
、
そ
の
時
々
で
テ
ー
マ
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
て
、
2
0
1
6
年
か
ら
は
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
整
備
を
通
じ
た
農
村
振
興

を
研
修
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
帯
広

畜
産
大
学
の
手
塚
雅ま

さ

文ふ
み

さ
ん
。
長
年
こ
の
研
修

に
携
わ
り
、
こ
の
数
年
は
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
る
。「
生

産
性
や
品
質
を
上
げ
て
も
販
売
先
が
な
け
れ
ば
、

持
続
的
な
酪
農
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
農
村
か
ら

ど
ん
ど
ん
人
が
都
会
へ
出
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
生
産
か
ら
消
費
者
ま
で
と
い
う
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
意
識
し
、
農
畜
産
物
に
付

加
価
値
を
つ
け
、
流
通
を
整
備
す
れ
ば
地
方
に

雇
用
も
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
を
こ
の
研
修
で
学

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

　
研
修
の
内
容
は
幅
広
い
。
酪
農
技
術
の
勉
強

や
十
勝
の
酪
農
家
・
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
視
察
は

も
ち
ろ
ん
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
醤
油
工
場
を
見
学

す
る
の
は
、
い
ず
れ
の
企
業
で
も
製
造
過
程
で

出
る
食
品
残ざ

ん

渣さ（
ワ
イ
ン
や
醤
油
の
搾
り
か
す
）

が
家
畜
の
エ
サ
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

十勝今月号の地域今月号の世界
今回参加したのはインド、インドネシア、マダ
ガスカル、モンゴル、スリランカ、ウガンダ、ベ
トナム、ザンビアの8か国の研修員。多くが
国の農業関係の省庁で働いている。研修
の後、得たものを自国に持ち帰り、どう展開
していくのかは彼らの肩にかかっている。

アジア・アフリカ

北海道 ▼

▼ 8か国

バリューチェーンによる
酪農振興を学ぶ

北海道十勝地方で、JICAと帯広畜産大学が連携して取り組む研修が行われている。
キーワードは、バリューチェーン。十勝での実例に触れながら、

今の自分たちにできることを考える研修となった。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

63

放牧酪農を行うありがとう牧場で、牧場主の話を聞く研修員

牛舎での管理なども視察した

上：十勝を代表する風景。どこまでも続く大地は圧巻で、日本有数の食料生産基地だというのもう
なずける。ⓒShutterstock.com／右：湖水地方牧場では、白いツナギを着て牧場の作業を手伝った

右：醤油かすが家畜の飼料に使わ
れている福山醸造トモエ醤油工場
を見学／下：帯広畜産大学では単
元目標を設定して、演習・討議を行
いアイデアを活性化させる。前列右
から2人目が手塚さん

文⃝久島玲子（編集部）

酪農とつなが
る

多様な事業を

教えたい！

自
国
の
今
あ
る
技
術
を
、

十
勝
で
学
ん
だ
こ
と
に

ど
う
つ
な
げ
る
の
か

│

そ
れ
を
考
え
る
こ
と
が
、

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
築
く

第
一
歩
に
な
り
ま
す
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り
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
遺
跡
を
観

光
地
化
す
る
と
い
う
目
標
に
も
夢
を

感
じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
の
業
務
を
進
め
る

の
は
大
変
で
し
た
。
私
が
担
当
し
た

の
は
、
遺
跡
周
辺
地
域
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
た
め
の
有
償
資
金
協
力
の
案

件
で
し
た
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

は
小
さ
な
州
政
府
で
、
国
際
的
な
資

金
の
借
り
入
れ
の
経
験
が
あ
る
行
政

官
が
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
こ
の

費
用
は
出
せ
る
け
れ
ど
こ
っ
ち
の
費

用
は
J
I
C
A
が
出
し
て
く
れ
」
と

い
っ
た
議
論
と
交
渉
を
経
て
な
ん
と

か
金
額
の
合
意
が
終
わ
る
と
、
今
度

は
工
事
に
向
け
て
、
彼
ら
に
と
っ
て

初
め
て
の
国
際
入
札
が
始
ま
り
ま
す
。

ペ
ル
ー
に
駐
在
し
て
引
き
続
き
こ
の

案
件
の
担
当
と
な
っ
た
私
は
、
入
札

の
ル
ー
ル
を
現
場
に
つ
き
っ
き
り
で

一
か
ら
説
明
し
、
先
方
が
作
成
し
た

入
札
図
書
を
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

J
I
C
A
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
修
正
し
て
、
と
い
う
作
業
を
く
り

返
し
ま
し
た
。
私
は
駆
け
出
し
職
員

で
、
彼
ら
は
国
際
入
札
の
書
類
を
作

る
の
が
不
慣
れ
。
お
た
が
い
に
経
験

が
浅
い
中
、
成
長
し
合
い
な
が
ら
進

め
た
案
件
で
し
た
。

　
J
I
C
A
の
職
員
は
現
場
視
察
な

ど
も
し
ま
す
が
、
地
味
な
業
務
も
す
ご

く
多
い
ん
で
す
。
書
類
を
山
ほ
ど
読
ん

で
直
す
と
か
、
相
手
の
政
府
と
協
議
し

た
内
容
を
文
書
に
落
と
し
て
、
さ
ら
に

合
意
を
得
る
た
め
に
ま
た
交
渉
す
る

と
か
。
い
よ
い
よ
話
が
ま
と
ま
り

覚
書
を
交
わ
す
と
い
う
場
面
で
、

J
I
C
A
の
規
定
と
相
手
国
の
法
規

と
で
誰
が
署
名
す
べ
き
か
が
異
な
り
、

お
た
が
い
に
一
歩
も
引
か
な
い
状
況

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
誠
意
の
こ
も
っ
た
交

渉
を
し
な
け
れ
ば
絶
対
に
も
の
ご
と

は
動
き
ま
せ
ん
。
相
手
側
の
主
張
が

ど
う
い
う
論
理
に
基
づ
く
の
か
を
理

解
し
た
上
で
、
主
張
す
べ
き
と
こ
ろ

は
主
張
し
、
引
く
べ
き
と
こ
ろ
は
引

き
、
双
方
が
納
得
で
き
る
合
意
を
取

り
付
け
て
い
き
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
語

で
激
し
く
議
論
を
交
わ
し
て
お
た
が

開
発
す
る
の
は

地
域
の「
誇
り
」

　
現
在
は
お
も
に
一
村
一
品
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ

の
仕
事
で
な
に
よ
り
喜
び
を
感
じ
る

の
は
、
人
々
が
自
分
た
ち
の
地
域
に

誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
姿
を

に
ま
で
運
動
は
広
が
り
ま
し
た
。

　
同
じ
く
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
一
村
一
品

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
時
は
、
そ
の
内
容
に
と
て
も
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
切
り
取
っ
て
い
る
場

面
が
あ
ま
り
に
日
常
的
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
こ
に
は
、
街
角
の
パ
ン
屋
や
お

菓
子
屋
の
お
じ
さ
ん
た
ち
が
働
く
等

身
大
の
姿
が
写
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域

の
人
々
が
、
日
々
ま
じ
め
に
働
く
自
分

た
ち
の
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
う
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
、
地
域
開
発
の
意

義
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
地
方
も
同
じ
よ
う
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
一
村
一
品

で
日
本
の
取
り
組
み
を
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
私
も
日
本

と
海
外
の
地
域
が
つ
な
が
っ
て
、
お

た
が
い
の
経
験
を
生
か
し
合
え
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

誠
意
の
こ
も
っ
た

ハ
ー
ド
な
交
渉

　
私
、
昔
か
ら
中
南
米
の
遺
跡
が
好

き
な
ん
で
す
。
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
と
か
、

ナ
ス
カ
の
地
上
絵
と
か
。
中
南
米
に

憧
れ
て
中
学
生
の
頃
か
ら
ス
ペ
イ
ン

語
を
学
び
始
め
、
大
学
院
で
国
際
協

力
学
の
修
士
号
を
取
っ
た
後

J
I
C
A
に
入
構
し
ま
し
た
。

　
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
初
め
て
任

さ
れ
た
の
が
ペ
ル
ー
の
、
そ
れ
も
遺

跡
に
関
す
る
案
件
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

「
第
二
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
を
作
ろ
う
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
、
ま
だ
あ
ま

第
24
回
国
際
交
流
会
議
「
ア

ジ
ア
の
未
来
」
晩
餐
会
で
、

安
倍
晋
三
首
相
が
「
J
I
C
A
開

発
大
学
院
連
携
」
を
紹
介
す
る
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
秋

か
ら
始
ま
る
こ
の
取
り
組
み
は
、

日
本
の
近
代
化
の
経
験
と
援
助
実

施
国
と
し
て
の
知
見
を
、
途
上
国

の
将
来
的
な
発
展
を
支
え
る
人
材

に
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
明
治
以
降
、
近
代
国
民
国
家
へ

の
道
を
踏
み
出
し
た
日
本
は
多
岐

に
わ
た
る
近
代
化
へ
の
取
り
組
み

を
行
い
、
今
日
の
豊
か
で
民
主
的

な
国
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

西
洋
諸
国
と
は
異
な
る
プ
ロ
セ
ス

で
発
展
を
遂
げ
た
そ
の
知
見
は
国

際
協
力
に
も
活
か
さ
れ
、
日
本
が

重
点
的
に
支
援
を
続
け
て
き
た
ア

ジ
ア
諸
国
は
近
年
目
覚
ま
し
い
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。
J
I
C
A

開
発
大
学
院
連
携
で
は
、
高
度
成

長
期
の
公
害
な
ど
失
敗
も
あ
っ
た

日
本
の
発
展
の
経
験
と
、
長
年
に

わ
た
り
培
っ
た
開
発
に
関
す
る
知

識
と
を
途
上
国
の
人
材
に
伝
え
、

国
際
開
発
へ
の
知
的
貢
献
と
知
日

派
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
J
I
C
A
の
人
材
育
成
事
業
に

よ
り
招
か
れ
た
人
材
は
、
連
携
す

る
国
内
の
大
学
で
政
治
・
法
、
経

済
、
社
会
開
発
、
科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
4
領
域
で
日
本

の
開
発
経
験
に
関
す
る
講
義
を
受

 

7
月
3
日
、
J
I
C
A
は
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
法
人
、

S
hip A

ichi M
edical S

ervice 

Lim
ited

（
S
A
M
S
L
）へ
の
出

資
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
S
A
M
S
L
が
行
う
イ
ー
ス

ト
ウ
エ
ス
ト
医
科
大
学
病
院

（
E
W
M
C
H
）の
拡
張
・
運
営
事

業
を
支
援
す
る
も
の
で
、
施
設
の

増
築
・
新
築
と
、
専
門
性
の
高
い

診
療
科
目
の
新
設
を
通
じ
て
、
同

国
の
医
療
水
準
向
上
に
寄
与
し
ま

す
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
医
療
は
、

人
材
、
施
設
と
も
に
大
幅
に
不
足

し
て
い
ま
す
。
医
療
従
事
者
の
数

で
は
W
H
O
が
「
医
療
人
材
不
足

が
深
刻
な
国
」
と
定
義
す
る
ラ
イ

ン
を
大
き
く
下
回
り
、
人
口
1
万

人
当
た
り
の
病
床
数
は
6
床
と
、

同
程
度
の
低
中
所
得
国
平
均
の
10

床
と
比
較
し
て
も
き
わ
め
て
低
い

水
準
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
生

活
や
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
心

血
管
疾
患
や
が
ん
等
の
疾
患
が
増

病院の完成予想図
© グリーンホスピタルサプライ株式会社
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JICAの最新ニューストピックス

JICA開発大学院連携、始動
安倍首相がスピーチで紹介

バングラデシュの
医療事業に出資を決定
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中条 真帆
農村開発部
ちゅうじょう まほ
遺跡好き、ラテン音楽好きが高じて中学生の頃か
らスペイン語を学び始める。大学院で国際協力学
を学んだ後、2009年にJICAに入構。中南米部、ペ
ルー事務所を経て、2018年より現職。おもに地域
開発の案件を担当する。

 気
候
変
動
や
社
会
的
課
題
の

解
決
に
向
け
た
努
力
が
世

界
的
に
行
わ
れ
る
な
か
、
資
本
市

場
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
貢
献
す
る
事
業
へ
の
資
金
調

達
を
促
進
す
る
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
取
り
組
み
が
加
速
し
て

い
ま
す
。

　
東
京
証
券
取
引
所
は
、
気
候
変

動
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
資
金
使

途
と
し
た
債
券
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
」
や
、
社
会
的
課
題
へ
の
取
り

組
み
を
資
金
使
途
と
し
た
債
券

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン
ド
」
の
発
行
を

支
援
し
、
こ
れ
ら
の
市
場
を
活
性

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

2
0
1
8
年
1
月
に
T
O
K
Y
O 

P
R
O-

B
O
N
D 

M
a
r
k
e
t＊

内
に
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ボ
ン
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
投
資
家

は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
、

調
達
資
金
の
使
途
や
イ
ン
パ
ク
ト

レ
ポ
ー
ト
、
外
部
機
関
に
よ
る
レ

ビ
ュ
ー
な
ど
の
情
報
を
容
易
に
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
6
月
29
日
、
J
I
C
A
は
同

M
a
r
k
e
t
に
財
投
機
関
債

（
J
I
C
A
債
）
2
5
0
億
円
を

上
場
し
、
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
登
録
第
1
号
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
国
内
市
場
で
発
行
さ
れ
る

J
I
C
A
債
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン

ド
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
発
行
を
通
じ
た
民
間
資
金
の
動

員
は
、
日
本
の
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
S
D
G
s
）実
施
指
針
」

の
具
体
的
施
策
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
上
場
と
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
へ
の
登
録
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
投
資
家
が
J
I
C
A
の
国

際
協
力
や
J
I
C
A
債
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
債
券
投
資
に
よ
る
途
上

国
支
援
の
、
さ
ら
な
る
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

講
し
ま
す
。
日
本
人
学
生
や
ほ
か

の
留
学
生
の
受
講
も
奨
励
し
、
双

方
向
の
学
び
や
日
本
で
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
も
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

　
J
I
C
A
で
は
日
本
の
開
発
経

験
の
理
解
促
進
を
目
的
と
し
た
、
短

期
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

地域の誇りが、
JICAの誇り

加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ら
に
対
応
し
た
医
療
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
は
、
公

正
で
質
の
高
い
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
す

べ
て
の
国
民
に
保
証
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
民
間
セ
ク
タ
ー
を
活
用

し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
政
策

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
E
W
M
C
H

ペルー・アマソナス州にチャチャポヤス文明
の遺跡群を視察する中条さん。アマソナス
州はペルーでも最も貧しい地域

ビジャビエハ市は星空の観賞を中心に砂漠地帯の観光や地域
の祭りなどで観光客の誘致に成功した。観光客の増加に伴い発
生したごみ問題には、住民が自主的に対策キャンペーンを実施。
プロジェクトの枠を超えた町作りに発展している。中条さん（前列
中央）は「チームの一員として自分も誇らしい」と話す

＊
東
京
証
券
取
引
所
が
運
営
す
る
債
券

市
場

の
運
営
に
は
日
本
の
医
療
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
で
あ
る
グ
リ
ー

ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
サ
プ
ラ
イ
が
関
わ

り
、
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
専
門
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
で
す
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ビ
ジ
ャ
ビ
エ
ハ
市

は
奇
妙
な
地
形
の
砂
漠
が
広
が
り
、

夜
間
に
は
美
し
い
星
空
が
見
え
る
魅

力
的
な
観
光
地
で
す
。
し
か
し
、
一

村
一
品
の
取
り
組
み
が
始
ま
る
前
、

地
域
の
人
た
ち
は
自
分
の
町
に
は
何

も
自
慢
で
き
る
も
の
が
な
い
と
思
い

込
ん
で
い
ま
し
た
。
地
域
の
観
光
資

源
を
再
評
価
す
る
取
り
組
み
を
始
め

る
と
、
徐
々
に
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
土
地
に
愛
着
と
誇
り
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
、
今
で
は
「
美
し
い
環

境
の
中
、
み
ん
な
で
静
か
に
星
を
見

ら
れ
る
町
に
す
る
」
と
い
う
町
作
り

北岡伸一JICA理事長の特別講義の受
講生

い
に
疲
れ
果
て
た
状
態
の

時
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
か
ら
「
マ
ホ
は
見
た
目

は
中
学
生
み
た
い
だ
け
ど
、

本
当
に
ハ
ー
ド
ネ
ゴ
シ

エ
ー
タ
ー
だ
よ
ね
」
と
言

わ
れ
、
笑
い
合
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
主
張
が

異
な
っ
て
も
目
指
す
と
こ

ろ
は
同
じ
で
す
。
相
手
と

真
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ

と
で
連
帯
感
が
生
ま
れ
、

活
路
が
見
い
だ
せ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
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鍬で耕し、畝を立て、日本か
ら持ち込んだマルチシートを
手で敷く横森さん。ラ・トリニ
ダードは高地にあり寒暖差
が大きいため、大根、白菜、
チンゲンサイ、ホウレンソウ
などおいしい野菜が育つ

ラ・トリニダードにあるベンゲット州国立大学に土地を借り、デモンストレーション・ファーム
を設けて地域の農家に指導する横森さん。炭の粉を畑に撒く土壌改良の作業を指導中。
「炭は土中の微生物のすみかとなり、木酢はエサとなります。微生物の働きを活性化さ
せ、病害虫を防ぐ効果もあります」と横森さん

町から車で7～8時間のと
ころにあるピナツボ火山
の火山岩をトラックで運
び、炭窯をつくった

畑で作業の説明を行う横森さん（中央）とJAECスタッフでプロジェクトマネジャーの
清水利広（右）さん。フィリピン人のネル・アンソニー・L・アバンさん（左）は農業技術
を学ぶ

よこもりまさき
「信州がんこ村」代表取締役社
長。「JAEC」主任指導員。1940
年、長野県生まれ。63年から65
年までアメリカで農業研修。75
年に専業農家となり、土づくりを
基本にした先進的な農業を展開
し、炭と木酢による土壌改良を
全国に広める。信州がんこ村で
は国内外の研修生を多数受け
入れるとともに、新規就農者の
育成にも力を入れている。

販
売
コ
ー
ナ
ー
は
、
仲
卸
業
者
が
独
占
的

に
借
り
て
い
る
の
で
、
農
家
の
声
な
ど
反

映
さ
れ
る
隙
は
な
い
。

　

昨
年
か
ら
日
本
の
仲
卸
業
者
が
数
社
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
農
業
の
流
通
に
参
入
し
て
い

る
。
私
た
ち
は
そ
の
業
者
と
連
携
し
、
指

導
す
る
農
家
グ
ル
ー
プ
と
結
び
つ
け
な
が

ら
、
現
状
に
風
穴
を
開
け
よ
う
と
動
き
出

し
て
い
る
。
農
家
は
野
菜
を
き
ち
ん
と
選

別
し
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
や
コ
ン
テ
ナ
に
き

れ
い
に
詰
め
、
日
本
の
仲
卸
業
者
に
適
正

価
格
で
買
い
取
っ
て
も
ら
う
。
仲
卸
業
者

は
そ
の
野
菜
を
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

農
薬
に
代
わ
る
資
材
を
導
入
し
て
か
ら

徐
々
に
移
行
す
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に

も
私
は
炭
や
木
酢
の
活
用
を
提
言
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
木
が
少
な
い
た
め
、
炭

や
木
酢
づ
く
り
に
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て

出
る
コ
コ
ナ
ツ
の
皮
を
代
用
し
た
。
行
政

が
窯
を
設
け
、
炭
や
木
酢
を
つ
く
っ
て
農

家
に
販
売
し
た
。
ラ
・
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
の

市
場
で
は
１
日
に
約
30
ト
ン
も
の
野
菜
屑

が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
の
で
、
日
本
大
使
館

に
草
の
根
無
償
資
金
協
力
を
申
請
し
、
大

型
の
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て

堆
肥
化
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
、
行
政
を
巻
き
込
む
こ
と

は
非
常
に
重
要
だ
。
年
に
１
回
、
日
本
で

行
っ
て
い
る
農
業
研
修
に
は
、
現
地
の
農

家
で
は
な
く
町
長
や
農
政
課
長
、
州
知
事
、

で
販
売
し
た
り
、
外
食
産
業
に
も
卸
し
た

り
す
る
。
将
来
的
に
は
、
農
家
が
直
売
所

を
設
け
、
自
分
た
ち
で
生
産
か
ら
販
売
、

経
営
ま
で
担
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る

が
、
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

支
援
事
業
が
３
年
間
と
い
う
短
い
ス
パ
ン

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
３
年
経
っ
た
ら
、

事
業
が
ま
だ
本
格
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
い

施
設
で
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
側
に
引
き
渡
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
農
業
の
流
通
を
変
え
る

ど
こ
ろ
か
直
売
所
の
設
立
も
難
し
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
農
業
指
導
や
流
通
の

変
革
に
は
時
間
が
必
要
だ
。
事
業
の
性
質

に
よ
っ
て
は
実
施
期
間
を
長
く
設
定
し
、

引
き
続
き
同
じ
組
織
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。

＊「Voice」の内容は、筆者の個人的見解に基づいています

フ
ィ
リ
ピ
ン
農
業
の

流
通
を
変
え
る

　

２
０
０
７
年
、
私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ

ン
ゲ
ッ
ト
州
へ
農
業
指
導
に
入
り
、
三
つ

の
事
業
を
経
て
、
現
在
も
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
30
代
の
頃
、
日
本
の
若
者
の
海
外

農
業
研
修
や
途
上
国
の
農
業
研
修
生
の
受

け
入
れ
を
行
う
「
国
際
農
業
者
交
流
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｃ
）」
の
お
世
話
に
な
り
、
ア
メ

リ
カ
で
３
年
間
、
農
業
研
修
を
行
っ
た
。

そ
の
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｃ
が
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
で
の
農

業
支
援
事
業
を
企
画
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草

の
根
技
術
協
力
事
業
に
応
募
し
て
採
択
さ

れ
た
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｃ
か
ら
指
導
員
と
し

て
声
が
か
か
っ
た
の
だ
。

　

私
は
農
家
で
あ
り
、
技
術
指
導
の
専
門

家
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

農
家
に
言
葉
で
論
理
的
に
指
導
す
る
こ
と

業
を
伝
え
よ
う
と
し
が
ち
だ
が
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
農
家
に
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
い
た
め
実
践
し
な
く
な
る
。
私

は
現
場
を
見
て
「
日
本
の
数
十
年
前
の
農

業
だ
な
」
と
理
解
し
、
技
術
普
及
に
努
め

た
。
畑
は
鍬
で
耕
し
、
マ
ル
チ
シ
ー
ト
も

手
で
敷
い
た
。
な
る
べ
く
農
家
の
身
近
に

あ
る
資
材
を
使
い
、
手
間
の
か
か
ら
な
い

方
法
で
栽
培
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
農
業
界
の
課
題
に
つ
い

て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
流
通

だ
。
金
銭
的
に
余
裕
が
な
い
農
家
は
資
材

を
購
入
で
き
な
い
た
め
、
仲
卸
業
者
か
ら

資
材
を
借
り
て
農
作
物
を
つ
く
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
農
家
は
作
物
を
安
く
買
い
叩

か
れ
る
。
農
家
も
、
収
穫
し
た
野
菜
を
選

別
も
箱
詰
め
も
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
ト
ラ
ッ

ク
に
積
ん
で
市
場
に
出
荷
し
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
野
菜
や
果
物
の

が
で
き
な
い
。
た
だ
、
私
に
取
り
柄
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
半
世
紀
以
上
も
農
業
に
従

事
し
て
い
た
こ
と
と
、
炭
や
木
酢
、
堆
肥

な
ど
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
全
国
に
普

及
さ
せ
た
こ
と
。
そ
の
経
験
を
も
っ
て
す

れ
ば
、
連
作
に
よ
っ
て
土
壌
が
疲
弊
し
、

農
薬
の
大
量
散
布
で
残
留
濃
度
が
高
ま
っ

た
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
の
畑
を
改
良
し
、
よ
り

安
全
な
野
菜
を
栽
培
す
る
方
法
を
伝
え
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
は
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
百
聞
は
一
見
に
如し

か
ず
と

ば
か
り
に
、
言
葉
よ
り
実
際
に
野
菜
を
つ

く
っ
て
現
地
の
農
家
に
見
て
も
ら
い
、
信

頼
を
得
て
、
私
と
同
じ
方
法
で
野
菜
を
栽

培
し
て
も
ら
お
う
と
、
最
初
の
現
場
と

な
っ
た
州
都
の
ラ
・
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
へ
飛

び
込
ん
だ
。

　

１
年
目
は
土
壌
の
違
い
か
ら
失
敗
し
た

が
、
２
年
目
は
成
功
し
た
た
め
、
私
が
実

践
す
る
土
壌
改
良
と
栽
培
方
法
に
関
心
を

示
す
農
家
が
増
え
て
い
っ
た
。
町
長
に

よ
っ
て
農
民
組
合
が
結
成
さ
れ
、
日
本
式

の
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
が
５
０
０
セ
ッ
ト
も

配
ら
れ
る
な
ど
、
行
政
と
も
連
携
を
図
れ

た
こ
と
で
活
動
は
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

た
だ
、
行
政
が
強
く
薦
め
て
い
た
有
機
農

業
に
は
、
私
は
反
対
し
た
。
日
本
で
も
同

様
に
、
有
機
農
業
は
収
量
が
上
が
ら
ず
、

収
入
も
多
く
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、

い
き
な
り
有
機
農
業
を
始
め
て
も
生
活
が

成
り
立
た
な
く
な
る
の
が
目
に
見
え
て
い

る
か
ら
だ
。
有
機
農
業
に
は
化
学
肥
料
や

ブギアス町キブンガン地区の
農家の人たちと

農
業
省
局
長
、
そ
し
て
現

在
の
農
業
大
臣
に
も
来
て

い
た
だ
い
た
。
途
上
国
で

は
ト
ッ
プ
に
働
き
か
け
る

こ
と
が
農
業
改
革
の
近
道

に
な
る
場
合
が
多
い
か
ら

だ
。

　

ま
た
、
日
本
人
の
技
術

指
導
員
は
日
本
の
現
代
農

農
家

横
森
正
樹

Voice
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ナイジェリアのAfricaRice
支所のイバダンで稲の選
抜を行っている（写真提
供：Africa Rice Center）

外務省 国際協力局 地球規模課題総括課
課長補佐（取材当時）

滝沢 将史

ココシリ
「こ

・

こ
・

が知
・

り
・

たい」。国際協力に関係する政策を
外務省の担当者が分かりやすく解説します。

たきざわまさし
1999年、農林水産省入省。大臣官房企画評価課企画官、内閣官房安
全保障・危機管理室参事官補佐、ジェトロ・ロンドンセンターダイレクター、
大臣官房環境政策課課長補佐、大臣官房総務課課長補佐、大臣官房
食料安全保障課課長補佐、大臣官房広報評価課課長補佐を経て、現
在、農林水産省大臣官房国際地域課課長補佐（総括・総務班担当）。

ブラジルでのジャイバ灌漑事業で行った受益
者へのインタビュー調査

SHEPアプローチで、農家自身が市場調査を行った

食料・農業をめぐる世界の状況は？
国際機関とはどのような連携をしているの？

日本はどんな支       援をしているの？

“Micro（ミクロ）”でも効果は大

　経済成長や農業技術の進歩、品種
改良、灌漑設備の整備が進んだことに
より、世界の栄養不足人口は1990年
の水準の約半分に減少していますが、
それでもまだ約7億9,500万人が満足な
栄養を摂ることができていません。さらに
世界人口や食料需要が急速に増えた
ことで、2050年までに60％の食料増産
が必要と推定されています。貧困や飢

餓の撲滅、食料安全保障や栄養、持
続可能な農林水産業の促進への取り
組みなどは、依然として大きな地球規模
課題の一つなのです。
　2015年、「国連持続可能な開発サ
ミット」で採択された「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」では、17の
持続可能な開発目標（SDGs）が設定さ
れています。そのなかに「貧困をなくそう

（目標1）」「飢餓をゼロに（目標2）」が
あり、2030年末までに達成することが掲
げられるなど、本分野への国際的な関
心が高まっています。
　また世界銀行の分析では、農林水産
業への投資による貧困削減効果は、ほ
かの分野の投資の約2～3倍の高い
効果があるとしていて、経済的にも重要
な政策効果を生んでいます。

　日本の開発途上国への食料・農業
分野の支援は1950年代から進められて
きました。たとえば、アジアモンスーン地
域の水田地帯や、アフリカ・中東などで
は、日本が経験と知見をもつ農民参加
型水管理組織を参考にした開発協力を
行い、ブラジルやカンボジア、インドネシ
アなどでは灌漑事業を支援し、農業生
産性の向上に寄与してきました。
　近年、支援への要請が高まっている
のが、栄養不足人口の割合が35％以
上というサブサハラ・アフリカ（サハラ砂
漠以南のアフリカ）の国々です。2008

年のTICAD  IV（第4回アフリカ開発会
議）では、コメの消費が伸びている国に
向けた「アフリカ稲作振興のための共
同体（CARD:カード）」を発表し、10年間
でコメの生産量を倍増する取り組みを
進めています。ケニアで始まった、自給
自足からもうかる農業への転換を図る
「SHEPアプローチ（市場志向型農業振
興）」は第3フェーズに入り、ほかのアフ
リカ諸国への展開促進を行っています。
　2015年2月には、これまでのODA大
綱を進化させた「開発協力大綱」を閣
議決定。開発途上国の「質の高い成

長」を通じた貧困撲滅や、持続可能で
強靱な国際社会の構築を重点課題とし
ました。前年に策定された「グローバル・
フードバリューチェーン戦略」とあわせ、
開発途上国での農林水産業の育成に
向けた支援を行っています。

　食料･農業に関わるおもな国際機関
には、国連世界食糧計画（WFP）や国
連食糧農業機関（FAO）、国際農業開
発基金（IFAD）などがあります。
　1960年代のアジアでは高収量品種
や化学肥料の導入で穀物の生産性が
劇的に向上した「緑の革命」が起き、コ
メと小麦の生産が飛躍的に増大しまし
た。それに貢献したのが国際農業研究
協議グループ（CGIAR）です。さらに90

年代に入ると、CGIARはアジア種の稲と
アフリカ種の稲を掛け合わせた新しい
稲、「ネリカ米」（NERICA）を開発。ネリ
カ米は短い雨期でも栽培が可能で収量
が多く、今ではギニア、ウガンダなどを中
心に約20万ヘクタールで栽培されてい
ます。この品種の開発でコメの収量が
増え、TICAD目標の達成にも貢献するな
ど、アフリカの稲作振興につながってい
ます。これらの開発にはJICAから派遣さ

れた日本人研究者・専門家も大きく関
与しています。
　また、CGIARの研究センターの一つで
あるアフリカライスセンターでは、外務省
の拠出により「アフリカの環境に適合し
た品種育成及び米バリューチェーンの
強化」事業を実施していて、ナイジェリ
アなどでコメのマーケット情報の収集や
育種、栽培技術の開発などにも取り組
んでいます。

　2018年、「草の根・人間の安全保障無償資金協力」は誕生30周年を迎えました。フラ
ンス語では「Dons aux micro-projets locaux contribuant à la sécurité humain」と訳されてい
ます。Micro（ミクロ）とあるので規模が小さいと思われるかもしれませんが、大きな効果を生
み出すことは可能で、モロッコではそれを実感しています。
　北アフリカに位置するモロッコは、地中海性気候を利用した農業が盛んで、全就業人口
の4割が農業に従事しています。持続可能な農業による生産性向上は、国内の経済成長
にとっても重要で、2008年に同国政府が発表した「緑のモロッコ計画」は、20年までに農
業セクターで115万人の雇用創出、農村地域300万人の所得3倍増などの目標を掲げて
います。
　そこで日本は2014年、アトラス山脈南麓に位置するティヌリル市の集落で、2キロにわた
る農業用水路の改修を「草の根・人間の安全保障無償資金協力」によって支援し、荒廃
地は緑溢れる耕作地に生まれ変わりました。耕作地の再生と拡大で、住民は牧草の栽培
に新たに取り組み、その結果、以前は3頭しかいなかった牛が現在は80頭に増加。これら
家畜は堆肥の生産にも貢献していて、同集落ではその堆肥を活用して化学肥料を使わな
い農業に転換しています。こうした集落の活性化は失業率の低下や女性の社会進出をも
たらし、「緑のモロッコ計画」の実現に大きく寄与しています。“Micro”プロジェクトの効果を
相乗的に増大させる鍵は、住民のたゆまない努力なのです。
　日本は有償資金協力「緑のモロッコ計画支援プログラム」により、同計画の実現も支援
しています。今後も、無償・有償にかかわらず、モロッコの農業従事者の努力を尊重した協
力を行っていきます。  （在モロッコ日本国大使館 石井彩 二等書記官）

A1

A2

A3
Q1

Q3

Q2

Message from Morocco

テーマ
農業開発の
現在

「ティヌリル市イシュマリン集落
農業用水路改修計画」で整備
した農業用水路。水路脇にはオ
リーブ、イチジク、ザクロ、牧草が
生い茂る（2018年5月撮影）

2050年までに
60％の食料増産が必要1

サブサハラ・アフリカでの
コメの生産増に、
日本は大きく貢献している

2

国際機関などと連携し
食料・農業問題に
取り組んでいくことが重要

3
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寺院で一心に祈りを捧げる女性

祈りあふれる 大地 30August 2018

INDIA
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カルナータカ音楽のコンサートの様子。左より両面太鼓ムリダンガム、
素焼きの壺太鼓ガタム、ボーカル、バイオリン

象の頭を持つ神ガネーシャに
祈りを捧げる

南インドの聖なるカーヴェリー河で沐浴・礼拝していた
男女は、いつの間にか水を掛けふざけあっていた。南イ
ンドらしい牧歌的な風景

ヴェーダを詠唱するバラモンのグループ

供物を火に投じるホーマの儀礼。この儀礼が
日本に渡って「護摩」になったと言われている

南インドの典型的なヒンドゥー寺院の様子。真
ん中奥に見えるのはゴープラムと呼ばれる塔
門で、神々の彫像で埋め尽くされている

南インドの田園風景。温暖で肥沃な土地は
豊富な農業生産をもたらす

カルナータカ音楽のコンサートの観客。コンサートに参
加するだけで「魂が引き上げられる」という人もいる
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ヒンドゥー寺院のかたすみで神と対話するかのように
一人ヴェーダを詠唱していたバラモン

井
生 

明（
い
お
う 

あ
き
ら
）

1
9
7
1
年
、福
岡
県
北
九
州
市
生
ま
れ
。写
真
家
。南
イ
ン
ド
の
古
典
音

楽
・
舞
踊
・
儀
礼
な
ど
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、イ
ン
ド
全
般
、東
南
ア
ジ
ア
の

芸
能
、イ
ン
ド
外
の
タ
ミ
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
様
子
な
ど
を
幅
広
く
撮
影

す
る
。共
著
に「
南
イ
ン
ド
カ
ル
チ
ャ
ー
見
聞
録
」（
阿
佐
ヶ
谷
書
院
）、著
書

に「
ひ
よ
っ
こ
ダ
ン
サ
ー
、は
じ
め
の
一
歩
」（
玉
川
大
学
出
版
部
）。

　
イ
ン
ド
を
訪
れ
る
者
が
な
に
よ
り
も
感
銘
を
う
け

る
の
は
、
こ
の
地
の
人
々
の
信
仰
心
の
深
さ
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
日
常
の
な
に
げ
な
い
生
活
の
中
に
も
、

空
気
の
よ
う
に
当
た
り
前
に
「
祈
り
」
が
と
け
こ
ん

で
い
る
。

「
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
音
楽
」
と
呼
ば
れ
る
南
イ
ン
ド
の

古
典
音
楽
を
好
き
に
な
り
、
南
イ
ン
ド
に
通
い
は
じ

め
て
か
ら
17
年
に
な
る
。
最
初
は
ひ
た
す
ら
音
楽
そ

の
も
の
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
音
楽

だ
け
で
な
く
古
典
音
楽
シ
ー
ン
の
あ
り
方
や
、
音
楽

の
背
景
に
あ
る
信
仰
心
に
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
音
楽
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
宗
教
音
楽
。
中
世
以
降
に
作
ら
れ

た
神
へ
の
讃
歌
が
今
な
お
歌
い
継
が
れ
る
。
い
わ
ば

イ
ン
ド
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
、
西
洋
古
典
音
楽
に

比
肩
す
る
ほ
ど
の
長
い
歴
史
や
理
論
体
系
を
持
つ
。

メ
ロ
デ
ィ
や
リ
ズ
ム
も
高
度
に
発
達
し
、
そ
の
起
源

は
は
る
か
2
5
0
0
年
ほ
ど
前
に
成
立
し
た
聖
典

ヴ
ェ
ー
ダ
に
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
由
緒
あ
る
音
楽
だ
。

観
客
は
音
楽
を
純
粋
に
楽
し
む
と
と
も
に
、
歌
詞
に

出
て
く
る
神
々
の
名
前
を
聴
い
て
は
神
を
想
起
し
恍

惚
の
表
情
を
浮
か
べ
た
り
も
す
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
に

参
加
す
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
宗
教
的
行
為
な
の

だ
。

　
イ
ン
ド
独
自
の
宗
教
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は

「
祈
り
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
を
と
る
。
神
像
を

拝
む
、
全
身
を
投
げ
出
し
て
神
に
捧
げ
る
、
ホ
ー
マ

と
呼
ば
れ
る
献
火
儀
礼
を
行
う
、
神
の
名
を
唱
え
歌

う
な
ど

│
異
邦
人
の
僕
ら
の
目
に
は
フ
ォ
ト
ジ
ェ

ニ
ッ
ク
で
、
心
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。

く
耳
を
か
た
む
け
て
い
る
と
、
ふ
い
に
札
束
を
持
っ

た
男
が
現
れ
て
グ
ル
ー
プ
に
手
渡
し
た
。
バ
ラ
モ
ン

の
リ
ー
ダ
ー
は
そ
れ
を
受
け
取
る
と
、
お
札
を

ヴ
ェ
ー
ダ
を
詠
唱
す
る
一
人
ず
つ
に
分
け
て
い
っ
た
。

ヴ
ェ
ー
ダ
の
詠
唱
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
教
義
の
研
究

な
ど
に
従
事
す
る
バ
ラ
モ
ン
は
肉
体
的
な
生
産
活
動

を
行
わ
ず
、
寺
院
か
ら
の
手
当
て
以
外
に
は
収
入
が

な
い
。
札
束
を
渡
し
た
の
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
を
尊
い
も

の
と
考
え
、
そ
れ
を
伝
承
す
る
バ
ラ
モ
ン
の
社
会
的

役
割
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
井
の
人
だ
っ
た
。
自
ら
の

文
化
に
対
す
る
誇
り
が
「
祈
り
」
を
支
え
る
行
動
と

な
っ
て
い
た
。 

　
祈
り
を
捧
げ
る
無
私
な
る
姿
。
妙
な
る
メ
ロ
デ
ィ

に
の
っ
た
神
へ
の
献
身
。
そ
れ
は
悠
久
の
歴
史
を
持

つ
遺
跡
や
大
自
然
と
も
な
ら
ぶ
、
イ
ン
ド
の
秘
め
た

る
美
し
さ
だ
。
周
り
を
見
や
れ
ば
そ
こ
か
し
こ
に
あ

り
、
耳
を
す
ま
せ
ば
い
つ
で
も
聞
こ
え
て
く
る
。

「
神
の
い
な
い
音
楽
は
音
楽
で
は
な
い
」

　
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
で
出
会
っ
た
男
は
そ
う

言
っ
た
。
お
ご
る
こ
と
も
な
く
、
カ
ッ
コ
つ
け
る
わ

け
で
も
な
く
、
太
陽
が
東
か
ら
昇
る
と
い
う
実
に
当

た
り
前
の
こ
と
を
言
う
の
と
同
じ
よ
う
に
、
何
も
疑

う
こ
と
な
く
放
た
れ
た
そ
の
言
葉
。
音
楽
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
人
間
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
現
代
に
お
い

て
も
な
お
音
楽
が
「
祈
り
」、
つ
ま
り
信
仰
の
手
段

と
し
て
存
在
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
驚
き
つ
つ
も
う

れ
し
く
感
じ
た
。

　
イ
ン
ド
南
東
端
の
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
の
暦
で

は
12
月
半
ば
か
ら
始
ま
る
マ
ー
ル
ガ
リ
月
は
聖
な
る

月
と
さ
れ
、
結
婚
式
な
ど
の
世
俗
的
な
行
事
を
執
り

行
わ
ず
に
宗
教
的
行
為
に
没
頭
す
べ
き
月
と
さ
れ
て

い
る
。
人
々
は
夜
が
明
け
る
前
か
ら
寺
院
の
周
り
を

練
り
歩
き
、
朗
々
と
神
へ
の
讃
歌
を
歌
い
上
げ
る
。

街
が
起
き
だ
す
よ
り
先
に
神
々
し
く
響
き
渡
る
歌
声

と
楽
器
の
音
色
。
に
ぎ
や
か
な
一
日
が
始
ま
る
前
の

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
刹
那
は
と
て
つ
も
な
く
美
し
い
。

　
登
校
前
の
小
学
生
た
ち
が
こ
う
い
っ
た
宗
教
讃
歌

に
参
加
す
る
の
を
見
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
る
で
夏
休

み
の
早
朝
に
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
す
る
か
の
よ
う
に
、

制
服
姿
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
混
じ
っ
て
元
気
よ

く
神
の
名
を
歌
い
唱
え
、
神
へ
の
供
物
の
お
下
が
り

を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
学
校
へ
と
向
か
う
。
小
さ
な

頃
か
ら
、
い
や
お
そ
ら
く
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
落
ち

た
瞬
間
か
ら
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
当
た
り
前
の

よ
う
に
大
い
な
る
も
の
の
存
在
と
そ
の
恩
寵
に
触
れ
、

自
ら
の
卑
小
さ
を
自
覚
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
南

イ
ン
ド
の
人
々
は
謙
虚
で
自
ら
を
わ
き
ま
え
、
他
人

左 ： 小学生も大人に混じって神への讃歌を歌う。額にはヴィシュヌ派を示すしるしをつけている／中 ： 寺院で全身を投げ出して
ひれ伏し神への献身を示す／右 ： マールガリ月の早朝の様子。神への讃歌を歌う者も崇拝の対象となる 寺院で出会った男性。聖灰で

額に横に引いた三本線からシ
ヴァ派であることがわかる

に
対
し
て
も
大
ら
か
な
人
が
多
い
よ

う
に
思
う
。

　
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
内
を
散
歩
し

て
い
る
と
ヴ
ェ
ー
ダ
を
詠
唱
し
て
い

る
バ
ラ
モ
ン
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
司

祭
階
級
）
の
グ
ル
ー
プ
を
見
か
け
た
。

口
承
に
よ
り
長
い
間
伝
え
続
け
ら
れ

て
き
た
神
秘
的
な
響
き
に
気
持
ち
よ

インド

タミル・ナードゥ州
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もっと 地球ギャラリー

世界で愛される
ハンドメイドの絵本

 南インドのチェンナイにある出版社
「タラブックス」は、2006年に出

版した『The Night Life of Trees（邦題：
夜の木）』で世界中の注目を集めた。ハ
ンドメイドによる温かい質感や、動植物
をかたどったプリミティブな図柄は多くの
人 を々惹きつけている。
　創設者のギータ・ウォルフさんとV・ギー
タさんは世界中から作家を発掘し、時に
はともに生活をしながら、対話を重ねて
企画を練っていく。『夜の木』は、中央
インドに暮らす先住民の下を何度も訪
ね、彼らの伝承を蒐

あつ

めてつくられた。関

わる人 と々良い関係を築くことが本の質
につながると信じ、小さな規模でじっくり
と本をつくる。増刷の場合も、納品に半
年以上かかるその仕事ぶりは、合理性
を求める姿勢とは真逆だ。
　彼女たちは自分たちと作家や職人た
ちとの関係を「フェアトレード」と表現す
る。画家には著作権の概念を理解して
もらい、貧しい若者には職能を授け、正
当な対価を支払う。タラブックスの本は
インド社会で弱い立場にある彼らが素晴
らしい技能を持つ人々であることを世界
に知らしめている。

『夜の木』を印刷する職人たち。神話的な世界観を表すの
に、シルクスクリーンという版画の印刷技法が選ばれた

印刷機械では表現できない深い色合いと質感。自然物をモチーフ
にした図柄や精緻なパターンがていねいに描き込まれている

ギータ・ウォルフさん（左）
とV・ギータさん。二人は
80年代のフェミニズム
運動のなかで知り合っ
た。教育や労働、ジェン
ダーなど、出版社の枠
に収まらない社会的な
問題にも取り組む

日本語版もすべて現地で手づ
くりされている。2017年刊行。
初版は2千部のみ刷られ現在
品切れ。重版は2019年の初頭
を予定している

『太陽と月10人のアーティストによる
インドの民族の物語』（タムラ堂）

ゴンド民族の芸術家の手になる『夜の木』。かつて土間や壁に描かれていた民族画が原点になっている

タムラ堂
『夜の木』など絵本の
出版を中心に活動中
https://www.tamura-do.com/

写真提供⃝タムラ堂　文⃝大谷徹（編集部）

日本で発見！イチオシ！
新着 情 報

音を遮断するヘッドセットを装着して、言葉に頼らずにコミュニケー
ションを取る方法を発見していく90分間のプログラム。参加者は
「手のダンス」「サインで遊ぶ」などの数種類の部屋で表情やジェ
スチャーを使ったゲームを行い、多様なコミュニケーションや人との
つながりを体感する。本プログラムは1998年にドイツで開催されて
以来、世界中で100 万人以上が体験している。日本では昨年夏
に初開催され、体験後のアンケートでは9 割を超える参加者が「ほ
かの人にも薦めたい」と回答した。共生社会の実現に向けたさま
ざまな取り組みが進む中、言語、国籍、性別、障害を超えたコミュ
ニケーションのヒントを提供する。

EVENT

「ダイアログ・イン・サイレンス」
音のない世界で楽しむ
言葉の壁を超えた「対話」

会期： 7月29日（日）～8月26日（日）
会場：NEWoMan新宿5F「LUMINE 0」
東京都渋谷区千駄ヶ谷5-24-55
11時スタートから19時半スタートの回ま
で、1日20回開催予定（体験時間約90
分）、各回定員12名、要予約
＊開催時間の詳細は公式ホームページ
内の予約ページでご確認ください
https://www.dialogue-in-silence.jp/

ベトナムと日本の国交樹立45周年を記念して映画祭が開かれる。9
月1日（土）から9日（日）までの期間、神奈川県庁周辺で特集上映
やシンポジウムを開催し、その後各地の映画館で上映される。作品
の選考には映画評論家として評価が高い佐藤忠男が参加。ニュー
ヨークを舞台にベトナム系移民の世代間ギャップや郷愁を描いた『ベ
トナムを懐

おも

う』のほか、ベトナム映画史に名を残す名作やベトナムで
人気の最新作の上映を予定している。本企画を共催する「ベトナム
フェスタin神奈川」では9月9日までの期間中、映画に限らずさまざ
まなプログラムを通じた文化交流の機会も提供する。

「ベトナム映画祭 2018」
日越国交樹立45周年
旧作・最新作を一挙上映 ！

会期：9月1日（土）～
会場：シネマ・ジャック＆ベティ
（横浜）、ケイズシネマ（新宿）、
シネマスコーレ（名古屋）、シネ・
ヌーヴォ（大阪）
問い合わせ：ベトナム映画祭
2018実行委員会
TEL：03-3584-6237
https://www.facebook.com/
vietnamff2018/

『ベトナムを懐う』（2017年、グエン・クアン・ズン監督、アルゴ・ピクチャーズ配給）

MOVIE

堀江武 編
農文協

3,780円 （税込）

作物としてのイネにフォーカスした大型本、全56ページ。「栽培イネ
の起源と伝播の歴史」「日本の稲作　年中行事と農耕儀礼」「ア
フリカ、欧米、オーストラリアの稲作」「さまざまなごはんの炊き方」
「イネは食料問題への切り札になるのか？」など、雑学的なものか
ら地球規模の問題まで、幅広いテーマを豊富な写真やグラフととも
にわかりやすくまとめている。「付加価値の高い稲作、地域とつな
がる稲作にむけて」の節では、農村の観光地化やコメを使った商
品開発など、新しい農業に向けた日本国内のさまざまな取り組みを
概観する。巻末には索引が
あり、実用性も高い。対象
読者を小学校高学年～高
校生としているが、大人が
読んでも楽しく学べる「イネ
の大百科」だ。

『イネの大百科』
数千年の時間軸と

地球大のスケールで描く「イネ」

BOOK

この本を
1名様にプレゼント

▼
詳細はp.38へ

世界に約20億人いる“金融難民”に「新しい仕組みの銀行」を提
供する――本書は、そんな前代未聞の構想を実現するためにモザ
ンビークで事業を展開する起業家の仕事録。著者がこの仕組みづ
くりの前後で学んだ「お金の歴史」や、現代のグローバル経済が
抱える問題点などを記している。もともとはバイオ燃料の販売から始
まった筆者の事業だったが、それが日本では想像もできないような
出来事が重なったことで多角化し、「新しい仕組みの銀行」構想が
生まれていく過程は非常にエキサイティング。著者を突き動かすの
は「世の不条理をなくし
たい」という強い思いだ。
悪戦苦闘しながら事業に
取り組むその言動は、同
じ理想を持つ多くの人々
を勇気づけるだろう。

『20億人の未来銀行』
電気のないアフリカの村で
「電子マネー経済圏」を作る

BOOK

合田真 著
日経BP社

1,620円（税込）

この本を
1名様にプレゼント

▼
詳細はp.38へ
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①

﹇
5
月
号
「
廃
棄
物
管
理
」
を
読
ん
で
﹈

■
野
口
健
さ
ん
の
「
伝
わ
る
ま
で
、
伝
え
た
い
」
と
い
う
言
葉
は
、

皆
で
行
動
を
起
こ
す
ま
で
の
道
の
り
が
い
か
に
大
変
か
、
継
続
す

る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
、
生
の
声
で
身
に
つ
ま
さ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
は
自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
賀
県
／
40
代
／
女
性
）

■
国
の
状
況
に
よ
っ
て
ご
み
に
対
す
る
取
り
組
み
や
考
え
方
が
大

き
く
違
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

（
北
海
道
／
50
代
／
男
性
）

■
ご
み
は
ど
の
国
で
も
問
題
で
す
ね
。
中
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
受
け
取
ら
な
い
と
決
め
た
の
も
、
双
方
に

と
っ
て
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
国
で
出

た
ご
み
は
自
国
で
解
決
！　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
皆
で
ご
み
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

（
愛
知
県
／
30
代
／
女
性
）

﹇
6
月
号
「
ス
ポ
ー
ツ
と
開
発
」
を
読
ん
で
﹈

■
近
ご
ろ
の
日
本
の
運
動
会
は
保
護
者
の
マ
ナ
ー
が
問
題
に
な
っ

た
り
、
熱
中
症
や
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
、
純
粋
に
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
セ
ネ

ガ
ル
の
「
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
で
、
子
ど
も
た
ち
が
純
粋
に
楽
し

ん
で
い
る
様
子
を
見
て
「
あ
あ
、
本
来
の
運
動
会
っ
て
こ
う
だ
っ

た
よ
な
」
と
感
じ
、
日
本
も
誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に
行
う
の

か
、
再
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

（
神
奈
川
県
／ 

30
代
／
女
性
）

■
日
本
で
は
否
定
的
に
見
ら
れ
て
い
る
組
体
操
が
特
集
の
ト
ッ
プ

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
体

育
を
教
え
る
者
と
し
て
、
価
値
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
目
が
す
べ
て
を
語
っ
て
い
ま
す
。

 

（
兵
庫
県
／
50
代
／
男
性
）

■
全
世
界
的
な
社
会
課
題
と
ス
ポ
ー
ツ
。
一
見
無
関
係
に
も
思
え

る
両
者
の
意
外
な
つ
な
が
り
が
面
白
か
っ
た
で
す
。

（
東
京
都
／
50
代
／
男
性
）

読
者
の
声

申込方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・
電話番号・ご希望の送付期間・送
付開始月号を明記の上、指定の金額
（送料＋手数料）を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送
の手配をいたします。入金から1週
間程度かかることもありますのでご
了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご
希望の場合は送料が異なりますの
で、下記までお問い合わせください。

申込先：株式会社 木楽舎　編集企画室（発送代行）
住所：〒104-0044　東京都中央区明石町11-15 ミキジ明石町ビル6F
TEL：03-3524-9572　FAX：03-3524-9675
Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp

本誌をご希望の場合は
下記方法で
お申し込みください

MONO語り
グロス島の生産者たちが日本の
生協組合員との間で「バランゴ
ンバナナ民衆交易」を始めたの

は、今から30年ほど前のこと。バナナ生産
と出荷で生産者の暮らしが向上すれば、
子どもたちは貧困や飢餓で苦しまなくても
すむ。一方、日本の生協組合員は、化学
肥料や化学合成農薬を使わずに栽培した
安全でおいしいバナナを食べることができ
る。そうした思いを持つ生産者と消費者を
つないできたのが、（株）オルター・トレード・
ジャパンだ。
「バランゴンという品種は甘くて香りがよく
日本人好みの味です」と同社広報の幕

まく

田
た

恵美子さん。たしかに、食べると濃厚な甘
さが口に広がる。「虫やキズからバナナを
守るための袋がけや、熟度をそろえるため
に目印をつけるといった品質向上にも取り
組み、ていねいに作っています」。
　さらに、台風で出荷量に影響が出ないよ
うにネグロス島以外にも栽培地を広げてき
た。ミンダナオ島では、オボ族やチボリ族と
いった先住民族たちがバランゴンバナナを
生産している。伝統的な狩猟や焼畑農法
の暮らしはむずかしくなってきているが、化
学肥料や化学合成農薬を使わずにバナナ

 ネ

商品の購入はAPLA SHOPまで▶www.aplashop.jp/
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バランゴンバナナの食べごろの目安は、実が
柔らかくなる、皮が黄色になる、甘い香りがす
る、皮がするりとむけるなど。そのまま食べるの
はもちろん、暑い季節はスムージーもオススメ

を栽培することで、自分たちが守ってきた
土地や環境を壊すことなく子どもたちに残
していきたいという思いで取り組んでいる。
　今では3,000人近いバナナの生産者が
フィリピン国内に点在している。さらにネグ
ロス島では生産者が作っているバナナ以
外の野菜などを宅配システムに似た仕組
みで、島内の家庭に届ける試みも始まって
いる。
　今年はバランゴンバナナが大豊作。ぜ
ひ味わってみてはいかがだろうか。

ミンダナオ島

フィリピン ネグロス島

収穫したバナナを運ぶ生産者（ネグロス島）
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持ちつ持たれつ、
おたがいさまで、動いていく

ギニア共和国大使館顧問、タレント

オスマン・サンコン
Ousmane Sankhon

「なんとかしなきゃ！ プロジェクト」は、
開発途上国の現状について知り、
一人一人ができる国際協力を推進
していく市民参加型プロジェクトで
す。ウェブサイトやSNSを通じて、さま
ざまな国際協力の情報を発信してい
きます。

なんとかしなきゃ

vol.94

　46年前、日本にはギニア共和国大
使館がなく、私は大使館を設立するため
に来日しました。テレビに出たことをきっ
かけに、私もギニアも有名になりました
が、その一方で、貧しく厳しい状況の祖
国に自分は何ができるかを考えてきまし
た。テレビに出始めたころは、服などを
詰めた段ボール2 ～3箱を毎月2 ～3

回ギニアへ送っていました。その後は、
NPO法人ギニア日本交流協会を設立し、
ギニアに「サンコン小学校」やモスクを
建てるなどの活動をしています。
　文豪・山本有三に「米百俵」という
戯曲があります。幕末のころの新潟県
長岡市での実話がもとになっていると聞
きました。山本有三の記念館を訪れたと
き、お金よりも教育が一番であるという

「米百俵」を知り、まさに私が思う理念
であると感銘を受けたことを覚えていま
す。ボールペンや制服、新潟県長岡市
のお米などをギニアに送り、また2年前
には、日本人の友人の協力を得て、コン
テナでランドセルを送るなど、祖国の子

どもたちが勉強できる環境を整えるため
活動をしています。
　年に1回、ギニアに里帰りをしていま
すが、子どもたちの「笑顔」が私のやる
気につながっています。最近では、日本
語で「アリガトウ」と言われることもありま
した。また、一緒に田植えを行うこともあ
ります。驚くかもしれませんが、日本と同
様ギニアでも稲作をします。私も小さな
ころから水田に稲を植えていました。私
の息子も、ギニアの未来のため、日本と
ギニアの懸け橋になるため、農業を今、
日本で勉強しています。
　講演会に呼んでいただく機会には、

「国際化」や「家族の絆」をテーマにお
話をすることが多いのですが、その中で
も私が好きな言葉は「義理と人情」です。
「持ちつ持たれつ」が一番大切だと思っ
ています。
　昨年、旭日双光章をいただきました。
日本のためにもっとできることはないか、
ギニアのためにもっとできることはないか
と考え、「サンコン・プロジェクト」を立ち

上げようと準備しています。私がいなく
なったら終わり、の活動ではなく、ギニア
の人たちが主体となって続けていける活
動を目指しています。「医療」「農業」

「環境（ごみ問題）」「教育」の四つの
カテゴリーで活動を行うことを目標に、具
体的に何をやるべきか、今議論を重ね
ています。
 “私が一番ではなく、おたがいさまで動
いていく”。どちらが先進国で、どちらが
途上国だとか、そういうレベルで考えな
いで、同じ人間として、生き方やあり方を
相互に学び、理解し合っていくことが大
切だと思っています。

設立したNPOを通じて、祖国ギニアへの
支援を継続して行っている。ギニアだけ
でなくベナンなどへも服などを送ったりと
さまざまな活動を行っている

オスマン・サンコン
1949年、ギニア共和国生まれ。69年にコナクリ大学を
卒業後、ソルボンヌ大学に国費留学。72年、ギニア外
務省に入省。同年、駐日親善大使として来日。6か国語
を話す。日本ではテレビ番組やCM、ラジオ番組、新聞、
雑誌への出演、対談や講演会を行う。また、介護ヘル
パー2級などの資格を持つ。日本ギニア友好協会広
報官・ギニア大使館顧問、ユニセフ、ボランティア活動
などを行っている。2013年「平成25年度外務大臣表
彰」、17年「旭日双光章」授章。




